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(57)【要約】
【課題】複数の基地局が協調して移動端末との間で無線
通信を行う協調通信と、基地局が他の基地局と協調する
ことなく移動端末との間で無線通信を行う非協調通信と
を適切に使い分けることによって、状況に適合させて性
能を発揮できる移動体通信システムを提供する。
【解決手段】複数の基地局が協調して移動端末との間で
無線通信を行う協調通信モードおよび基地局が他の基地
局と協調することなく移動端末との間で無線通信を行う
非協調通信モードを有する移動体通信システムであって
、移動端末の動作状態に応じて、協調通信モードまたは
非協調通信モードのいずれかを選択的に使用して無線通
信を行う。
【選択図】図１３



(2) JP 2014-150555 A 2014.8.21

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の基地局が協調して移動端末との間で無線通信を行う協調通信モードおよび基地局
が他の基地局と協調することなく移動端末との間で無線通信を行う非協調通信モードを有
する移動体通信システムであって、
　前記移動端末の動作状態に応じて、前記協調通信モードまたは前記非協調通信モードの
いずれかを選択的に使用して無線通信を行うことを特徴とする移動体通信システム。
【請求項２】
　前記請求項１記載の移動体通信システムであって、
　前記協調通信モードまたは前記非協調通信モードのいずれかを基地局ごとに選択的に使
用して無線通信を行うことを特徴とする移動体通信システム。
【請求項３】
　前記請求項１記載の移動体通信システムであって、
　前記移動端末から送られてきた上りデータ信号を、前記協調通信モードを使用して複数
の基地局が協調して受信する場合において、
　前記移動端末から前記複数の基地局に送信される上りデータ信号に関する共通の下り制
御信号を、前記複数の基地局に含まれる少なくとも一つの基地局から前記移動端末に送信
することを特徴とする移動体通信システム。
【請求項４】
　前記請求項３記載の移動体通信システムであって、
　前記下り制御信号は、前記移動端末から前記複数の基地局に上りデータ信号を送信する
ための共通の無線資源を通知する通知信号であることを特徴とする移動体通信システム。
【請求項５】
　前記請求項３記載の移動体通信システムであって、
　前記下り制御信号は、前記移動端末から前記複数の基地局に送信された上りデータ信号
に応答して送信する応答信号であることを特徴とする移動体通信システム。
【請求項６】
　前記請求項１記載の移動体通信システムであって、
　前記移動端末から送られてきた上りデータ信号を、前記協調通信モードを使用して複数
の基地局が協調して受信する場合において、
　前記移動端末から前記複数の基地局に送信される上りデータ信号に関する複数の下り制
御信号を、前記複数の基地局からそれぞれ前記移動端末に送信し、前記移動端末において
受信された複数の下り制御信号に基づいて一つの下り制御信号を導出することを特徴とす
る移動体通信システム。
【請求項７】
　前記請求項１記載の移動体通信システムであって、
　前記非協調通信モードを使用して無線通信を行う場合は周波数ホッピングを許可し、前
記協調通信モードを使用して無線通信を行う場合は周波数ホッピングを禁止することを特
徴とする移動体通信システム。
【請求項８】
　他の基地局と協調して移動端末との間で無線通信を行う協調通信モードおよび他の基地
局と協調することなく移動端末との間で無線通信を行う非協調通信モードを有する基地局
であって、
　前記移動端末の動作状態に応じて、前記協調通信モードまたは前記非協調通信モードの
いずれかを選択的に使用して無線通信を行うことを特徴とする基地局。
【請求項９】
　他の基地局と協調した基地局との間で無線通信を行う協調通信モードおよび他の基地局
と協調しない基地局との間で無線通信を行う非協調通信モードを有する移動端末であって
、
　前記移動端末の動作状態に応じて、前記協調通信モードまたは前記非協調通信モードの
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いずれかを選択的に使用して無線通信を行うことを特徴とする移動端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基地局が複数の移動端末と無線通信を実施する移動体通信システム、ならび
に前記移動体通信システムを構成する基地局および移動端末に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代と呼ばれる通信方式のうち、Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideband Code division Multipl
e Access）方式が２００１年から日本で商用サービスが開始されている。また、下りリン
ク（個別データチャネル、個別制御チャネル）にパケット伝送用のチャネル（HS-DSCH: H
igh Speed-Downlink Shared Channel）を追加することにより、下りリンクを用いたデー
タ送信の更なる高速化を実現するＨＳＤＰＡ（High Speed Down Link Packet Access）の
サービスが開始されている。さらに、上り方向のデータ送信をさらに高速化するためＨＳ
ＵＰＡ（High Speed Up Link Packet Access）方式についてもサービスが開始されている
。Ｗ－ＣＤＭＡは、移動体通信システムの規格化団体である３ＧＰＰ（3rd Generation P
artnership Project）により定められた通信方式であり、リリース８版の規格書がとりま
とめられている。
【０００３】
　また、３ＧＰＰにおいて、Ｗ－ＣＤＭＡとは別の通信方式として、無線区間については
「ロングタームエボリューション」（Long Term Evolution　LTE）、コアネットワーク（
単にネットワークとも称する）を含めたシステム全体構成については「システムアーキテ
クチャエボリューション」（System Architecture Evolution　SAE）と称される新たな通
信方式が検討されている。ＬＴＥでは、アクセス方式、無線のチャネル構成やプロトコル
が、現在のＷ－ＣＤＭＡ（HSDPA/HSUPA）とは全く異なるものになる。たとえば、アクセ
ス方式は、Ｗ－ＣＤＭＡが符号分割多元接続（Code Division Multiple Access）を用い
ているのに対して、ＬＴＥは下り方向はＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Mult
iplexing ）、上り方向はＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Career Frequency Division Multiple
 Access）を用いる。また、帯域幅は、Ｗ－ＣＤＭＡが５ＭＨｚであるのに対し、ＬＴＥ
では１．４／３／５／１０／１５／２０ＭＨｚの中で基地局ごとに選択可能となっている
。また、ＬＴＥでは、Ｗ－ＣＤＭＡのように回線交換を含まず、パケット通信方式のみに
なる。
【０００４】
　ＬＴＥはＷ－ＣＤＭＡのコアネットワーク(GPRS)とは異なる新たなコアネットワークを
用いて通信システムが構成されるため、Ｗ－ＣＤＭＡ網とは別の独立した無線アクセス網
として定義される。したがって、Ｗ－ＣＤＭＡの通信システムと区別するため、ＬＴＥの
通信システムでは、移動端末（UE: User Equipment）と通信を行う基地局（Base station
）はｅＮＢ（E-UTRAN NodeB）、複数の基地局と制御データやユーザデータのやり取りを
行う基地局制御装置(Radio Network Controller)はＥＰＣ（Evolved Packet Core）（aGW
:Access Gatewayと称されることもある)と称される。このＬＴＥの通信システムでは、ユ
ニキャスト（Unicast）サービスとＥ-ＭＢＭＳサービス（Evolved Multimedia Broadcast
 Multicast Service）が提供される。Ｅ－ＭＢＭＳサービスとは、放送型マルチメディア
サービスであり、単にＭＢＭＳと称される場合もある。複数の移動端末に対してニュース
や天気予報や、モバイル放送など大容量放送コンテンツが送信される。これを１対多（Po
int to Multipoint）サービスともいう。
【０００５】
　３ＧＰＰでの、ＬＴＥシステムにおける全体的なアーキテクチャ（Architecture）に関
する現在の決定事項が、非特許文献１に記載されている。全体的なアーキテクチャ（非特
許文献１　４章）について図１を用いて説明する。図１は、ＬＴＥ方式の通信システムの
構成を示す説明図である。図１において、移動端末１０１に対する制御プロトコル（例え
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ばＲＲＣ（Radio Resource Management））とユーザプレイン（例えばPDCP: Packet Data
 Convergence Protocol、RLC: Radio Link Control、MAC: Medium Access Control、PHY:
 Physical layer）が基地局１０２で終端するなら、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Evolved Universal
 Terrestrial Radio Access）は１つあるいは複数の基地局１０２によって構成される。
基地局１０２は、ＭＭＥ１０３（Mobility Management Entity）から通知されるページン
グ信号（Paging Signaling、ページングメッセージ（paging messages）とも称される）
のスケジューリング（Scheduling）及び送信を行う。基地局１０２はＸ２インタフェース
により、お互いに接続される。また基地局１０２は、Ｓ１インタフェースによりＥＰＣ（
Evolved Packet Core）に接続される、より明確にはＳ１＿ＭＭＥインタフェースにより
ＭＭＥ１０３（Mobility Management Entity）に接続され、Ｓ１＿Ｕインタフェースによ
りＳ－ＧＷ１０４（Serving Gateway）に接続される。ＭＭＥ１０３は、複数あるいは単
数の基地局１０２へのページング信号の分配を行う。また、ＭＭＥ１０３は待受け状態（
Idle State）のモビリティ制御（Mobility control）を行う。ＭＭＥ１０３は移動端末が
待ち受け状態及び、アクティブ状態（Active State）の際に、トラッキングエリア（Trac
king Area）リストの管理を行う。Ｓ－ＧＷ１０４はひとつまたは複数の基地局１０２と
ユーザデータの送受信を行う。Ｓ－ＧＷ１０４は基地局間のハンドオーバの際、ローカル
な移動性のアンカーポイント（Mobility Anchor Point）となる。更にＰ－ＧＷ（PDN Gat
eway）が存在し、ユーザ毎のパケットフィルタリングやＵＥ－ＩＤアドレスの割当などを
行う。
【０００６】
　３ＧＰＰでの、ＬＴＥシステムにおけるフレーム構成に関する現在の決定事項が、非特
許文献１（５章）に記載されている。図２を用いて説明する。図２はＬＴＥ方式の通信シ
ステムで使用される無線フレームの構成を示す説明図である。図２において、１つの無線
フレーム（Radio frame）は１０ｍｓである。無線フレームは１０個の等しい大きさのサ
ブフレーム（Sub-frame）に分割される。サブフレームは、２個の等しい大きさのスロッ
ト（slot）に分割される。無線フレーム毎に１番目と６番目のサブフレームに下り同期信
号（Downlink Synchronization Signal: SS）が含まれる。同期信号には第一同期信号（P
rimary Synchronization Signal: P-SS）と第二同期信号（Secondary Synchronization S
ignal: S-SS）がある。サブフレーム単位にてＭＢＳＦＮ（Multimedia Broadcast multic
ast service Single Frequency Network）用とＭＢＳＦＮ以外のチャネルの多重が行われ
る。以降、ＭＢＳＦＮ送信用のサブフレームをＭＢＳＦＮサブフレーム（MBSFN sub-fram
e）と称する。非特許文献２に、ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当て時のシグナリング例
が記載されている。図３は、ＭＢＳＦＮフレームの構成を示す説明図である。図３におい
て、ＭＢＳＦＮフレーム（MBSFN frame）毎にＭＢＳＦＮサブフレームが割り当てられる
。ＭＢＳＦＮフレームの集合（MBSFN frame Cluster）がスケジュールされる。ＭＢＳＦ
Ｎフレームの集合の繰り返し周期（Repetition Period）が割り当てられる。
【０００７】
　３ＧＰＰでの、ＬＴＥシステムにおけるチャネル構成に関する現在の決定事項が、非特
許文献１に記載されている。ＣＳＧ（Closed Subscriber Group cell）セルにおいてもｎ
ｏｎ－ＣＳＧセルと同じチャネル構成が用いられると想定されている。物理チャネル（Ph
ysical channel）について（非特許文献１　５章）図４を用いて説明する。図４は、ＬＴ
Ｅ方式の通信システムで使用される物理チャネルを説明する説明図である。図４において
、物理報知チャネル４０１（Physical Broadcast channel: PBCH）は基地局１０２から移
動端末１０１へ送信される下りチャネルである。ＢＣＨトランスポートブロック（transp
ort block）は４０ｍｓ間隔中の４個のサブフレームにマッピングされる。４０ｍｓタイ
ミングの明白なシグナリングはない。物理制御チャネルフォーマットインジケータチャネ
ル４０２（Physical Control format indicator channel: PCFICH）は基地局１０２から
移動端末１０１へ送信される。ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨｓのために用いるＯＦＤＭシ
ンボルの数について基地局１０２から移動端末１０１へ通知する。ＰＣＦＩＣＨはサブフ
レーム毎に送信される。物理下り制御チャネル４０３（Physical downlink control chan
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nel: PDCCH）は基地局１０２から移動端末１０１へ送信される下りチャネルである。ＰＤ
ＣＣＨは、リソース割り当て（allocation）、ＤＬ－ＳＣＨ（図５に示されるトランスポ
ートチャネルの１つである下り共有チャネル）に関するＨＡＲＱ情報、ＰＣＨ（図５に示
されるトランスポートチャネルの１つであるページングチャネル）を通知する。ＰＤＣＣ
Ｈは、上りスケジューリンググラント（Uplink Scheduling Grant）を運ぶ。ＰＤＣＣＨ
は、上り送信に対する応答信号であるＡＣＫ／Ｎａｃｋを運ぶ。ＰＤＣＣＨはＬ１／Ｌ２
制御信号とも呼ばれる。物理下り共有チャネル４０４（Physical downlink shared chann
el: PDSCH）は、基地局１０２から移動端末１０１へ送信される下りチャネルである。Ｐ
ＤＳＣＨはトランスポートチャネルであるＤＬ-ＳＣＨ（下り共有チャネル）やトランス
ポートチャネルであるＰＣＨがマッピングされている。物理マルチキャストチャネル４０
５（Physical multicast channel: PMCH）は基地局１０２から移動端末１０１へ送信され
る下りチャネルである。ＰＭＣＨはトランスポートチャネルであるＭＣＨ（マルチキャス
トチャネル）がマッピングされている。
【０００８】
　物理上り制御チャネル４０６（Physical Uplink control channel: PUCCH）は移動端末
１０１から基地局１０２へ送信される上りチャネルである。ＰＵＣＣＨは下り送信に対す
る応答信号（response）であるＡＣＫ／Ｎａｃｋを運ぶ。ＰＵＣＣＨはＣＱＩ（Channel 
Quality indicator）レポートを運ぶ。ＣＱＩとは受信したデータの品質、もしくは通信
路品質を示す品質情報である。またＰＵＣＣＨは、スケジューリングリクエスト（Schedu
ling Request: SR）を運ぶ。物理上り共有チャネル４０７（Physical Uplink shared cha
nnel: PUSCH）は移動端末１０１から基地局１０２へ送信される上りチャネルである。Ｐ
ＵＳＣＨはＵＬ－ＳＣＨ（図５に示されるトランスポートチャネルの１つである上り共有
チャネル）がマッピングされている。物理ＨＡＲＱインジケータチャネル４０８（Physic
al Hybrid ARQ indicator channel: PHICH）は基地局１０２から移動端末１０１へ送信さ
れる下りチャネルである。ＰＨＩＣＨは上り送信に対する応答であるＡＣＫ／Ｎａｃｋを
運ぶ。物理ランダムアクセスチャネル４０９（Physical random access　channel: PRACH
）は移動端末１０１から基地局１０２へ送信される上りチャネルである。ＰＲＡＣＨはラ
ンダムアクセスプリアンブル（random access preamble）を運ぶ。
【０００９】
　下りリファレンスシグナル（Reference signal）は、移動体通信システムとして既知の
シンボルが、毎スロットの最初、３番目、最後のＯＦＤＭシンボルに挿入される。移動端
末の物理レイヤの測定として、リファレンスシンボルの受信電力（Reference symbol rec
eived power：ＲＳＲＰ）がある。
【００１０】
　トランスポートチャネル（Transport channel）について（非特許文献１　５章）図５
を用いて説明する。図５は、ＬＴＥ方式の通信システムで使用されるトランスポートチャ
ネルを説明する説明図である。図５（ａ）には下りトランスポートチャネルと下り物理チ
ャネル間のマッピングを示す。図５（ｂ）には上りトランスポートチャネルと上り物理チ
ャネル間のマッピングを示す。下りトランスポートチャネルについて報知チャネル（Broa
dcast channel: BCH）はその基地局（セル）全体に報知される。ＢＣＨは物理報知チャネ
ル（PBCH）にマッピングされる。下り共有チャネル（Downlink Shared channel: DL-SCH
）には、ＨＡＲＱ（Hybrid ARQ）による再送制御が適用される。基地局（セル）全体への
報知が可能である。ダイナミックあるいは準静的（Semi-static）なリソース割り当てを
サポートする。準静的なリソース割り当ては，パーシステントスケジューリング（Persis
tent Scheduling）とも言われる。移動端末の低消費電力化のために移動端末のＤＲＸ（D
iscontinuous reception）をサポートする。ＤＬ－ＳＣＨは物理下り共有チャネル（PDSC
H）へマッピングされる。ページングチャネル（Paging channel: PCH）は移動端末の低消
費電力を可能とするために移動端末のＤＲＸをサポートする。基地局（セル）全体への報
知が要求される。動的にトラフィックに利用できる物理下り共有チャネル（PDSCH）のよ
うな物理リソース、あるいは他の制御チャネルの物理下り制御チャネル（PDCCH）のよう
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な物理リソースへマッピングされる。マルチキャストチャネル（Multicast channel: MCH
）は基地局（セル）全体への報知に使用される。マルチセル送信におけるＭＢＭＳサービ
ス（MTCHとMCCH）のＳＦＮ合成をサポートする。準静的なリソース割り当てをサポートす
る。ＭＣＨはＰＭＣＨへマッピングされる。
【００１１】
　上り共有チャネル（Uplink Shared channel: UL-SCH）にはＨＡＲＱ（Hybrid ARQ）に
よる再送制御が適用される。ダイナミックあるいは準静的（Semi-static）なリソース割
り当てをサポートする。ＵＬ－ＳＣＨは物理上り共有チャネル（PUSCH）へマッピングさ
れる。図５（ｂ）に示されるランダムアクセスチャネル（Random access channel: RACH
）は制御情報に限られている。衝突のリスクがある。ＲＡＣＨは物理ランダムアクセスチ
ャネル（PRACH）へマッピングされる。ＨＡＲＱについて説明する。
【００１２】
　ＨＡＲＱとは自動再送（Automatic Repeat reQuest）と誤り訂正（Forward Error Corr
ection）との組み合わせにより伝送路の通信品質を向上させる技術である。通信品質が変
化する伝送路に対しても再送により誤り訂正が有効に機能するという利点がある。特に再
送にあたって初送の受信結果と再送の受信結果の合成をすることで更なる品質向上を得る
ことも可能である。再送の方法の一例を説明する。受信側にて受信データが正しくデコー
ド出来なかった場合（CRC Cyclic Redundancy Check エラーが発生した場合（CRC=NG））
、受信側から送信側へ「Ｎａｃｋ」を送信する。「Ｎａｃｋ」を受信した送信側はデータ
を再送する。受信側にて受信データが正しくデコードできた場合（CRCエラーが発生しな
い場合（CRC=OK））、受信側から送信側へ「Ａｃｋ」を送信する。「Ａｃｋ」を受信した
送信側は次のデータを送信する。ＨＡＲＱ方式の一例として「チェースコンバイニング」
（Chase Combining）がある。チェースコンバイニングとは初送と再送に同じデータ系列
を送信するもので、再送において初送のデータ系列と再送のデータ系列の合成を行うこと
で利得を向上させる方式である。これは初送データに誤りがあったとしても部分的に正確
なものも含まれており、正確な部分の初送データと再送データとを合成することでより高
精度にデータを送信できるという考え方に基づいている。また、ＨＡＲＱ方式の別の例と
してＩＲ（Incremental Redundancy）がある。ＩＲとは冗長度を増加させるものであり、
再送においてパリティビットを送信することで初送と組み合わせて冗長度を増加させ、誤
り訂正機能により品質を向上させるものである。
【００１３】
　論理チャネル（Logical channel）について（非特許文献１　６章）図６を用いて説明
する。図６は、ＬＴＥ方式の通信システムで使用される論理チャネルを説明する説明図で
ある。図６（ａ）には下りロジカルチャネルと下りトランスポートチャネル間のマッピン
グを示す。図６（ｂ）には上りロジカルチャネルと上りトランスポートチャネル間のマッ
ピングを示す。報知制御チャネル（Broadcast control channel: BCCH）は報知システム
制御情報のための下りチャネルである。論理チャネルであるＢＣＣＨはトランスポートチ
ャネルである報知チャネル(BCH)、あるいは下り共有チャネル（DL-SCH）へマッピングさ
れる。ページング制御チャネル（Paging control channel: PCCH）はページング信号を送
信するための下りチャネルである。ＰＣＣＨは移動端末のセルロケーションをネットワー
クが知らない場合に用いられる。論理チャネルであるＰＣＣＨはトランスポートチャネル
であるページングチャネル(PCH)へマッピングされる。共有制御チャネル（Common contro
l channel: CCCH）は移動端末と基地局間の送信制御情報のためのチャネルである。ＣＣ
ＣＨは移動端末がネットワークとの間でＲＲＣ接続（connection）を持っていない場合に
用いられる。下り方法では、ＣＣＣＨはトランスポートチャネルである下り共有チャネル
（ＤＬ－ＳＣＨ）へマッピングされる。上り方向では、ＣＣＣＨはトランスポートチャネ
ルである上り共有チャネル(UL-SCH)へマッピングされる。
【００１４】
　マルチキャスト制御チャネル（Multicast control channel: MCCH）は１対多の送信の
ための下りチャネルである。ネットワークから移動端末への１つあるいはいくつかのＭＴ
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ＣＨ用のＭＢＭＳ制御情報の送信のために用いられるチャネルである。ＭＣＣＨはＭＢＭ
Ｓ受信中の移動端末のみに用いられるチャネルである。ＭＣＣＨはトランスポートチャネ
ルである下り共有チャネル(DL-SCH)あるいはマルチキャストチャネル（MCH）へマッピン
グされる。個別制御チャネル（Dedicated control channel: DCCH）は移動端末とネット
ワーク間の個別制御情報を送信するチャネルである。ＤＣＣＨは上りでは上り共有チャネ
ル（UL-SCH）へマッピングされ、下りでは下り共有チャネル(DL-SCH)にマッピングされる
。個別トラフィックチャネル（Dedicate Traffic channel: DTCH）はユーザ情報の送信の
ための個別移動端末への１対１通信のチャネルである。ＤＴＣＨは上り・下りともに存在
する。ＤＴＣＨは上りでは上り共有チャネル(UL-SCH)へマッピングされ、下りでは下り共
有チャネル（DL-SCH）へマッピングされる。マルチキャストトラフィックチャネル（Mult
icast Traffic channel: MTCH）はネットワークから移動端末へのトラフィックデータ送
信のための下りチャネルである。ＭＴＣＨはＭＢＭＳ受信中の移動端末のみに用いられる
チャネルである。ＭＴＣＨは下り共有チャネル(DL-SCH)あるいはマルチキャストチャネル
(MCH)へマッピングされる。
【００１５】
　ＧＣＩとは、グローバルセル識別子（Global Cell Identity）のことである。ＬＴＥ及
びＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunication System）においてＣＳＧセル（Close
d Subscriber Group cell）が導入される。ＣＳＧについて以下説明する（非特許文献４
　３．１章）。ＣＳＧ（Closed Subscriber Group）とは、利用可能な加入者をオペレー
タが特定しているセルである（特定加入者用セル）。特定された加入者は、ＰＬＭＮ（Pu
blic Land Mobile Network）のひとつ以上のＥ-ＵＴＲＡＮセルにアクセスすることが許
可される。特定された加入者がアクセスを許可されている１つ以上のＥ－ＵＴＲＡＮセル
を“ＣＳＧ　ｃｅｌｌ（ｓ）”とよぶ。ただし、ＰＬＭＮにはアクセス制限がある。ＣＳ
Ｇセルとは、固有のＣＳＧアイデンティティ（CSG identity: CSG ID，CSG-ID）を報知す
るＰＬＭＮの一部である。あらかじめ利用登録し、許可された加入者グループのメンバー
は、アクセス許可情報であるところのＣＳＧ－ＩＤを用いてＣＳＧセルにアクセスする。
ＣＳＧ－ＩＤはＣＳＧセルかセルによって報知される。移動体通信システムにＣＳＧ－Ｉ
Ｄは複数存在する。そして、ＣＳＧ－ＩＤは、ＣＳＧ関連のメンバーのアクセスを容易に
するために移動端末（UE）によって使用される。ＣＳＧセルあるいはセルによって報知さ
れる情報をＣＳＧ－ＩＤの代わりにトラッキングエリアコード（Tracking Area Code　TA
C）にすることが３ＧＰＰ会合において議論されている。移動端末の位置追跡は、１つ以
上のセルからなる区域を単位に行われる。位置追跡は、待受け状態であっても移動端末の
位置を追跡し、呼び出す（移動端末が着呼する）ことを可能にするためである。この移動
端末の位置追跡のための区域をトラッキングエリアとよぶ。ＣＳＧホワイトリスト（CSG 
White List）とは、加入者が属するＣＳＧセルのすべてのＣＳＧ ＩＤが記録されている
、ＵＳＩＭに格納されたリストである。移動端末内のホワイトリストは上位レイヤによっ
て与えられる。これによりＣＳＧセルの基地局は移動端末に無線リソースの割り当てを行
う。
【００１６】
　「適切なセル」（Suitable cell）について以下説明する（非特許文献４　4.3章）。「
適切なセル」（Suitable cell）とは、ＵＥが通常（normal）サービスを受けるためにキ
ャンプオン（Camp ON）するセルである。そのようなセルは、（１）セルは選択されたＰ
ＬＭＮか登録されたＰＬＭＮ、または「Ｅｑｕｉｖａｌｅｎｔ　ＰＬＭＮリスト」のＰＬ
ＭＮの一部であること、（２）ＮＡＳ（non-access stratum）によって提供された最新情
報にてさらに以下の条件を満たすこと、（a）そのセルが禁じられた（barred）セルでな
いこと。（b）そのセルが“ローミングのための禁止されたＬＡｓ”リストの一部ではな
く、少なくとも１つのトラッキングエリア（Tracking Area:TA）の一部であること。その
場合、そのセルは上記（１）を満たす必要がある、（c）そのセルが、セル選択評価基準
を満たしていること、（d）そのセルが、ＣＳＧセルとしてシステム情報（System Inform
ation: SI）によって特定されたセルに関しては、ＣＳＧ－ＩＤはＵＥの「ＣＳＧホワイ
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トリスト」（CSG WhiteList）の一部であること（UEのCSG WhiteList中に含まれること）
。
【００１７】
　「アクセプタブルセル」（Acceptable cell）について以下説明する（非特許文献４　
４．３章）これは、ＵＥが限られたサービス（緊急通報）を受けるためにキャンプオンす
るセルである。そのようなセルは以下のすべての要件を充足するものとする。つまり、Ｅ
－ＵＴＲＡＮネットワークで緊急通報を開始するための最小のセットの要件を以下に示す
。（１）そのセルが禁じられた（barred）セルでないこと。（２）そのセルが、セル選択
評価基準を満たしていること。
【００１８】
　３ＧＰＰにおいて、Ｈｏｍｅ－ＮｏｄｅＢ（Home-NB、HNB）、Ｈｏｍｅ－ｅＮｏｄｅＢ
（Home-eNB、HeNB）と称される基地局が検討されている。ＨＮＢ／ＨｅＮＢはＵＴＲＡＮ
／Ｅ－ＵＴＲＡＮにおける、例えば家庭、法人、商業用のアクセスサービス向けの基地局
である。非特許文献６にＨｅＮＢ及びＨＮＢへのアクセスの３つの異なるモードが開示さ
れている。オープンアクセスモード（Open access mode）とクローズドアクセスモード（
Closed access mode）とハイブリッドアクセスモード（Hybrid access mode）である。各
々のモードは以下のような特徴を有する。オープンアクセスモードでは、ＨｅＮＢやＨＮ
Ｂは通常のオペレータのノーマルセルとして操作される。クローズドアクセスモードでは
、ＨｅＮＢやＨＮＢがＣＳＧセルとして操作される。これはＣＳＧメンバーのみアクセス
可能なＣＳＧセルである。ハイブリッドアクセスモードでは、非ＣＳＧメンバーも同時に
アクセス許可されているＣＳＧセルである。ハイブリッドアクセスモードのセルは、言い
換えれば、オープンアクセスモードとクローズドアクセスモードの両方をサポートするセ
ルである。
【００１９】
　３ＧＰＰにおいて、ＬＴＥアドバンス（LTE Advanced、LTE-A）と呼ばれるさらに進ん
だ新たな無線区間の通信方式が検討されている（非特許文献５）。ＬＴＥ－Ａは、ＬＴＥ
に従う無線区間の通信方式を基本とし、それにいくつかの新技術を加えて構成される。新
技術として、より広い帯域をサポートする技術（Wider bandwidth extension）、多地点
協調送信受信技術（Coordinated Multiple Point transmission and reception、CoMP）
などがある。
【００２０】
　ＬＴＥ－Ａのために検討されているＣｏＭＰとは、地理的に分離された多地点間で協調
した送信あるいは受信を行うことで、高いデータレートのカバレッジの拡大、セルエッジ
でのスループットの向上、システムスループットの増大を図る技術である。ＣｏＭＰには
下りＣｏＭＰ（DL CoMP）と上りＣｏＭＰ（UL CoMP）がある。
【００２１】
　ＤＬ　ＣｏＭＰでは、一つの移動端末（ＵＥ）へのＰＤＳＣＨを多地点（マルチポイン
ト）間で協調して送信する。一つのＵＥへのＰＤＳＣＨを、マルチポイントの一つのポイ
ントから送信しても良いし、マルチポイントの複数のポイントから送信しても良い。一つ
のポイントから送信される場合は、協調スケジューリング（Coordinate Scheduling、CS
）、協調ビームフォーミング（Coordinate Beamforming、CB）とも称され、他のポイント
から該ＵＥへの下りリンクにおいてＰＤＳＣＨが割当てられる物理リソースについて、送
信停止や送信電力低減などを行なう。こうすることで、該ＵＥへの干渉を低減して、該Ｕ
ＥのＰＤＳＣＨの受信品質を向上させる。
【００２２】
　マルチポイントの複数のポイントから送信する場合は、ジョイントプロセッシング（jo
int processing、JP）、ジョイントトランスミッション（joint　transmission、JT）と
も称され、該ＵＥへのＰＤＳＣＨを該マルチポイントの複数のポイントから同時に送信す
る。マルチポイントの複数のポイントから該ＵＥへ送信されるＰＤＳＣＨは同じものであ
る。こうすることで、該ＵＥは受信した複数のＰＤＳＣＨを合成することができ、受信品
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質の向上を図ることが可能となる。物理チャネルＰＤＳＣＨの物理リソース（リソースブ
ロック）への割当て情報は、物理チャネルＰＤＣＣＨにのせてＵＥへ送信される。
【００２３】
　マルチポイントで送信するユニット（セル）として、基地局（NB、eNB、HNB、HeNB）、
ＲＲＵ（Remote　Radio Unit）、ＲＲＥ（Remote Radio Equipment）、リレー（Ｒｅｌａ
ｙ）などが検討されている。多地点協調送信を行なうユニット（セル）をマルチポイント
ユニット（マルチポイントセル）と称する。
【００２４】
　ＵＬ　ＣｏＭＰでは、一つの移動端末（ＵＥ）からの上りデータを多地点（マルチポイ
ント）間で協調して受信する。マルチポイントで受信したデータを合成することによって
、ＵＥからの上り受信品質の向上を図ることができる。
【００２５】
　ＵＬ　ＣｏＭＰにおいて、物理チャネルＰＵＳＣＨが、マルチポイント間で協調されて
受信されることが検討されている。物理チャネルＰＵＳＣＨの物理リソース（リソースブ
ロック）への割当て情報は、物理チャネルＰＤＣＣＨにのせてＵＥへ送信される。
【００２６】
　マルチポイントで受信するユニット（セル）として、基地局（NB、eNB、HNB、HeNB）、
ＲＲＵ（Remote　Radio Unit）、ＲＲＥ（Remote Radio Equipment）、リレー（Ｒｅｌａ
ｙ）などが検討されている。多地点協調受信を行なうユニット（セル）をマルチポイント
ユニット（マルチポイントセル）と称する。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００２７】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３００　Ｖ８．６．０
【非特許文献２】３ＧＰＰ　Ｒ１－０７２９６３
【非特許文献３】ＴＲ　Ｒ３．０２０Ｖ０．６．０
【非特許文献４】３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３０４　Ｖ８．４．０
【非特許文献５】３ＧＰＰ　ＴＲ３６．８１４　Ｖ０．２．０
【非特許文献６】３ＧＰＰ　Ｓ１－０８３４６１
【非特許文献７】３ＧＰＰ　Ｒ１－０９０５２９
【非特許文献８】３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３３１　Ｖ８．４．０
【非特許文献９】３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１１　Ｖ８．６．０
【非特許文献１０】３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１３　Ｖ８．６．０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２８】
　本発明の目的は、複数の基地局が協調して移動端末との間で無線通信を行う協調通信と
、基地局が他の基地局と協調することなく移動端末との間で無線通信を行う非協調通信と
を適切に使い分けることによって、状況に適合させて性能を発揮できる移動体通信システ
ム、ならびに前記移動体通信システムを構成する基地局および移動端末を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【００２９】
　本発明は、複数の基地局が協調して移動端末との間で無線通信を行う協調通信モードお
よび基地局が他の基地局と協調することなく移動端末との間で無線通信を行う非協調通信
モードを有する移動体通信システムであって、前記移動端末の動作状態に応じて、前記協
調通信モードまたは前記非協調通信モードのいずれかを選択的に使用して無線通信を行う
ことを特徴とする移動体通信システムである。
【００３０】
　また本発明は、他の基地局と協調して移動端末との間で無線通信を行う協調通信モード
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および他の基地局と協調することなく移動端末との間で無線通信を行う非協調通信モード
を有する基地局であって、前記移動端末の動作状態に応じて、前記協調通信モードまたは
前記非協調通信モードのいずれかを選択的に使用して無線通信を行うことを特徴とする基
地局である。
【００３１】
　また本発明は、他の基地局と協調した基地局との間で無線通信を行う協調通信モードお
よび他の基地局と協調しない基地局との間で無線通信を行う非協調通信モードを有する移
動端末であって、前記移動端末の動作状態に応じて、前記協調通信モードまたは前記非協
調通信モードのいずれかを選択的に使用して無線通信を行うことを特徴とする移動端末で
ある。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明によれば、移動端末の動作状態に応じて、複数の基地局が協調して移動端末との
間で無線通信を行う協調通信モードおよび基地局が他の基地局と協調することなく移動端
末との間で無線通信を行う非協調通信モードのいずれかを選択的に使用して無線通信を行
うので、状況に適合させて性能を発揮できる移動体通信システムを実現することができる
。
【００３３】
　また本発明によれば、基地局では、移動端末の動作状態に応じて、他の基地局と協調し
て移動端末との間で無線通信を行う協調通信モードおよび他の基地局と協調することなく
移動端末との間で無線通信を行う非協調通信モードのいずれかが選択的に使用されて無線
通信が行われる。
【００３４】
　また本発明によれば、移動端末では、移動端末の動作状態に応じて、他の基地局と協調
した基地局との間で無線通信を行う協調通信モードおよび他の基地局と協調しない基地局
との間で無線通信を行う非協調通信モードのいずれかが選択的に使用されて無線通信が行
われる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】ＬＴＥ方式の通信システムの構成を示す説明図である。
【図２】ＬＴＥ方式の通信システムで使用される無線フレームの構成を示す説明図である
。
【図３】ＭＢＳＦＮフレームの構成を示す説明図である。
【図４】ＬＴＥ方式の通信システムで使用される物理チャネルを説明する説明図である。
【図５】ＬＴＥ方式の通信システムで使用されるトランスポートチャネルを説明する説明
図である。
【図６】ＬＴＥ方式の通信システムで使用される論理チャネルを説明する説明図である。
【図７】現在３ＧＰＰで議論されている移動体通信システムの全体的な構成を示すブロッ
ク図である。
【図８】本発明に係る移動端末３１１の構成を示すブロック図である。
【図９】本発明に係る基地局３１２の構成を示すブロック図である。
【図１０】本発明に係るＭＭＥの構成を示すブロック図である。
【図１１】本発明に係るＨｅＮＢＧＷの構成を示すブロック図である。
【図１２】ＬＴＥ方式の通信システムにおいて移動端末（ＵＥ）が行うセルサーチの概略
を示すフローチャートである。
【図１３】３ＧＰＰで検討されているＤＬ　ＣｏＭＰの概念図である。
【図１４】ＬＴＥ－Ａにおける下り物理リソースを説明する図である。
【図１５】ＢＣＣＨのマッピングされたＰＤＳＣＨをＣｏＭＰする場合の説明図である。
【図１６】周辺セルとＤＬ　ＣｏＭＰを行なっているセルの下り物理リソースの割当ての
説明図である。
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【図１７】報知情報の中のＳＩＢ１がのるＢＣＣＨの場合の物理リソース割当ての説明図
である。
【図１８】ロジカルチャネル毎にＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応を分別した場合の概念図で
ある。
【図１９】サービングセルと、該セルとＤＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセルでの動作につい
て説明する図である。
【図２０】ロジカルチャネル毎にＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応を分別した場合のシーケン
ス図である。
【図２１】セル間インタフェースに限らず、コアネットワーク側とセル間のインタフェー
ス、あるいは、ＭＭＥ間のインタフェースを用いた場合のシーケンス図である。
【図２２】ＤＬ　ＣｏＭＰを行う可能性のあるセル間で割当て不可能な物理リソース情報
を通知する場合のシーケンス図である。
【図２３】情報毎にＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応を分別した場合の概念図である。
【図２４】送信対象となるＵＥの状態に応じてＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応を分別した場
合の概念図である。
【図２５】ＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の分別を、セル毎に設定した場合の概念図である
。
【図２６】ＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の分別の設定を、セミスタティックに行なう場合
の設定手順を説明する図である。
【図２７】ＵＬ　ＣｏＭＰの概念図である。
【図２８】ＵＬ　ＣｏＭＰを行う場合のシーケンス図である。
【図２９】ＵＬ　ＣｏＭＰの際に１つのセルからＰＵＳＣＨの割当て情報を送信する方法
の概念図である。
【図３０】ＵＬ　ＣｏＭＰの際に１つのセルからＰＵＳＣＨの割当て情報あるいは上りＨ
ＡＲＱの判定結果を送信する方法のシーケンス図である。
【図３１】ＵＬ　ＣｏＭＰの際に上りＨＡＲＱの判定結果が一つのセルから送信される場
合の概念図である。
【図３２】ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう全てのセルから同一の判定結果を送信する場合のシー
ケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　実施の形態１．
　図７は、現在３ＧＰＰにおいて議論されているＬＴＥ方式の移動体通信システムの全体
的な構成を示すブロック図である。現在３ＧＰＰにおいては、ＣＳＧ（Closed Subscribe
r Group）セル（e-UTRANのHome-eNodeB（Home-eNB,HeNB）,UTRANのHome-NB（HNB））とｎ
ｏｎ-ＣＳＧセル（e-UTRANのeNodeB（eNB）、UTRANのNodeB(NB)、GERANのBSS）とを含め
たシステムの全体的な構成が検討されており、ｅ－ＵＴＲＡＮについては、図７の（ａ）
や（ｂ）のような構成が提案されている（非特許文献１、非特許文献３）。図７（ａ）に
ついて説明する。移動端末（ＵＥ）７１は基地局７２と送受信を行う。基地局７２はｅＮ
Ｂ（non-CSGセル）７２－１と、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（CSGセル）７２－２とに分類される。
ｅＮＢ７２－１はＭＭＥ７３とインタフェースＳ１により接続され、ｅＮＢとＭＭＥとの
間で制御情報が通信される。ひとつのｅＮＢに対して複数のＭＭＥが接続される。Ｈｏｍ
ｅ－ｅＮＢ７２－２はＭＭＥ７３とインタフェースＳ１により接続され、Ｈｏｍｅ－ｅＮ
ＢとＭＭＥとの間で制御情報が通信される。ひとつのＭＭＥに対して複数のＨｏｍｅ－ｅ
ＮＢが接続される。
【００３７】
　次に、図７（ｂ）について説明する。移動端末（ＵＥ）７１は基地局７２と送受信を行
う。基地局７２はｅＮＢ（non-CSGセル）７２－１と、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ（CSGセル）７２
－２とに分類される。図７（ａ）と同じように、ｅＮＢ７２－１はＭＭＥ７３とインタフ
ェースＳ１により接続され、ｅＮＢとＭＭＥとの間で制御情報が通信される。ひとつのｅ
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ＮＢに対して複数のＭＭＥが接続される。一方、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２はＨｅＮＢＧ
Ｗ（Home-eNB GateWay）７４を介してＭＭＥ７３と接続される。Ｈｏｍｅ－ｅＮＢとＨｅ
ＧＷはインタフェースＳ１により接続され、ＨｅＮＢＧＷ７４とＭＭＥ７３はインタフェ
ースＳ１＿ｆｌｅｘを介して接続される。ひとつまたは複数のＨｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２
がひとつのＨｅＮＢＧＷ７４と接続され、Ｓ１を通して情報が通信される。ＨｅＮＢＧＷ
７４はひとつまたは複数のＭＭＥ７３と接続され、Ｓ１＿ｆｌｅｘを通して情報が通信さ
れる。
【００３８】
　図７（ｂ）の構成を用いて、ひとつのＨｅＮＢＧＷ７４を、同じＣＳＧ－ＩＤに属する
Ｈｏｍｅ－ｅＮＢと接続することによって、例えばレジストレーション情報など、同じ情
報をＭＭＥ７３から同じＣＳＧ－ＩＤに属する複数のＨｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２に送信す
る場合、一旦ＨｅＮＢＧＷ７４へ送信し、そこから複数のＨｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２へ送
信することで、複数のＨｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２に対してそれぞれ直接に送信するよりも
シグナリング効率を高められる。一方、各Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２がそれぞれ個別の情
報をＭＭＥ７３と通信する場合は、ＨｅＮＢＧＷ７４を介すがそこで情報を加工すること
なく通過（透過）させるだけにしておくことで、Ｈｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２とＭＭＥ７３
があたかも直接接続されているように通信することも可能となる。
【００３９】
　図８は、本発明に係る移動端末（図７の端末７１）の構成を示すブロック図である。図
８に示す移動端末の送信処理を説明する。まず、プロトコル処理部８０１からの制御デー
タ、アプリケーション部８０２からのユーザデータが送信データバッファ部８０３へ保存
される。送信データバッファ部８０３に保存されたデータはエンコーダー部８０４へ渡さ
れ、誤り訂正などのエンコード処理が施される。エンコード処理を施さずに送信データバ
ッファ部８０３から変調部８０５へ直接出力されるデータが存在しても良い。エンコーダ
ー部８０４でエンコード処理されたデータは変調部８０５にて変調処理が行われる。変調
されたデータはベースバンド信号に変換された後、周波数変換部８０６へ出力され、無線
送信周波数に変換される。その後、アンテナ８０７から基地局３１２に送信信号が送信さ
れる。また、移動端末３１１の受信処理は以下のとおり実行される。基地局３１２からの
無線信号がアンテナ８０７により受信される。受信信号は、周波数変換部８０６にて無線
受信周波数からベースバンド信号に変換され、復調部８０８において復調処理が行われる
。復調後のデータはデコーダー部８０９へ渡され、誤り訂正などのデコード処理が行われ
る。デコードされたデータのうち、制御データはプロトコル処理部８０１へ渡され、ユー
ザデータはアプリケーション部８０２へ渡される。移動端末の一連の処理は制御部８１０
によって制御される。よって制御部８１０は、図面では省略しているが、各部（801～809
）と接続している。
【００４０】
　図９は、本発明に係る基地局（図７の基地局７２）の構成を示すブロック図である。図
９に示す基地局の送信処理を説明する。ＥＰＣ通信部９０１は、基地局７２とＥＰＣ（MM
E73,HeNBGW74など）間のデータの送受信を行う。他基地局通信部９０２は、他の基地局と
の間のデータの送受信を行う。ＥＰＣ通信部９０１、他基地局通信部９０２はそれぞれプ
ロトコル処理部９０３と情報の受け渡しを行う。プロトコル処理部９０３からの制御デー
タ、またＥＰＣ通信部９０１と他基地局通信部９０２からのユーザデータ及び制御データ
が送信データバッファ部９０４へ保存される。送信データバッファ部９０４に保存された
データはエンコーダー部９０５へ渡され、誤り訂正などのエンコード処理が施される。エ
ンコード処理を施さずに送信データバッファ部９０４から変調部９０６へ直接出力される
データが存在しても良い。エンコードされたデータは変調部９０６にて変調処理が行われ
る。変調されたデータはベースバンド信号に変換された後、周波数変換部９０７へ出力さ
れ、無線送信周波数に変換される。その後、アンテナ９０８より一つもしくは複数の移動
端末７１に対して送信信号が送信される。また、基地局７２の受信処理は以下のとおり実
行される。ひとつもしくは複数の移動端末３１１からの無線信号がアンテナ９０８により
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受信される。受信信号は周波数変換部９０７にて無線受信周波数からベースバンド信号に
変換され、復調部９０９で復調処理が行われる。復調されたデータはデコーダー部９１０
へ渡され、誤り訂正などのデコード処理が行われる。デコードされたデータのうち、制御
データはプロトコル処理部９０３あるいはＥＰＣ通信部９０１、他基地局通信部９０２へ
渡され、ユーザデータはＥＰＣ通信部９０１、他基地局通信部９０２へ渡される。基地局
７２の一連の処理は制御部９１１によって制御される。よって制御部９１１は図面では省
略しているが各部（901～910）と接続している。
【００４１】
　図１０は、本発明に係るＭＭＥ(Mobility Management Entity)の構成を示すブロック図
である。ＰＤＮ　ＧＷ通信部１００１はＭＭＥ７３とＰＤＮ　ＧＷ間のデータの送受信を
行う。基地局通信部１００２はＭＭＥ７３と基地局７２間をＳ１インタフェースによるデ
ータの送受信を行う。ＰＤＮ　ＧＷから受信したデータがユーザデータであった場合、ユ
ーザデータはＰＤＮ　ＧＷ通信部１００１からユーザプレイン処理部１００３経由で基地
局通信部１００２に渡され、１つあるいは複数の基地局７２へ送信される。基地局７２か
ら受信したデータがユーザデータであった場合、ユーザデータは基地局通信部１００２か
らユーザプレイン処理部１００３経由でＰＤＮ　ＧＷ通信部１００１に渡され、ＰＤＮ　
ＧＷへ送信される。
【００４２】
　ＰＤＮ　ＧＷから受信したデータが制御データであった場合、制御データはＰＤＮ　Ｇ
Ｗ通信部１００１から制御プレイン制御部１００５へ渡される。基地局７２から受信した
データが制御データであった場合、制御データは基地局通信部１００２から制御プレイン
制御部１００５へ渡される。ＨｅＮＢＧＷ通信部１００４は、ＨｅＮＢＧＷ７４が存在す
る場合に設けられ、情報種別によって、ＭＭＥ７３とＨｅＮＢＧＷ７４間のインタフェー
ス（ＩＦ）によるデータの送受信を行う。ＨｅＮＢＧＷ通信部１００４から受信した制御
データはＨｅＮＢＧＷ通信部１００４から制御プレイン制御部１００５へ渡される。制御
プレイン制御部１００５での処理の結果は、ＰＤＮ　ＧＷ通信部１００１経由でＰＤＮ　
ＧＷへ送信される。また、制御プレイン制御部１００５で処理された結果は、基地局通信
部１００２経由でＳ１インタフェースにより１つあるいは複数の基地局７２へ送信され、
またＨｅＮＢＧＷ通信部１００４経由で１つあるいは複数のＨｅＮＢＧＷ７４へ送信され
る。
【００４３】
　制御プレイン制御部１００５には、ＮＡＳセキュリティ部１００５－１、ＳＡＥベアラ
コントロール部１００５－２、アイドルステート（Idle State）モビリティ管理部１００
５―３などが含まれ、制御プレインに対する処理全般を行う。ＮＡＳセキュリティ部１０
０５―１はＮＡＳ（Non-Access Stratum）メッセージのセキュリティなどを行う。ＳＡＥ
ベアラコントロール部１００５―２はＳＡＥ（System Architecture Evolution）のベア
ラの管理などを行う。アイドルステートモビリティ管理部１００５―３は、待受け（LTE
‐IDLE状態、単にアイドルとも称される）状態のモビリティ管理、待受け状態時のページ
ング信号の生成及び制御、傘下の１つあるいは複数の移動端末７１のトラッキングエリア
（TA）の追加、削除、更新、検索、トラッキングエリアリスト（TA List）管理などを行
う。ＭＭＥはＵＥが登録されている（registered）追跡領域（トラッキングエリア：trac
king Area: TA）に属するセルへページングメッセージを送信することで、ページングプ
ロトコルに着手する。ＭＭＥに接続されるＨｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２のＣＳＧの管理やＣ
ＳＧ－ＩＤの管理、そしてホワイトリスト管理を、アイドルステートモビリティ管理部１
００５―３で行っても良い。ＣＳＧ－ＩＤの管理では、ＣＳＧ－ＩＤに対応する移動端末
とＣＳＧセルの関係が管理（追加、削除、更新、検索）される。例えば、あるＣＳＧ－Ｉ
Ｄにユーザアクセス登録された一つまたは複数の移動端末と該ＣＳＧ－ＩＤに属するＣＳ
Ｇセルの関係であっても良い。ホワイトリスト管理では、移動端末とＣＳＧ－ＩＤの関係
が管理（追加、削除、更新、検索）される。例えば、ホワイトリストには、ある移動端末
がユーザ登録した一つまたは複数のＣＳＧ－ＩＤが記憶されても良い。これらのＣＳＧに
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関する管理はＭＭＥ７３の中の他の部分で行われても良いが、アイドルステートモビリテ
ィ管理部１００５―３で行うことで、現在３ＧＰＰ会合で議論されている、ＣＳＧ－ＩＤ
の代わりにトラッキングエリアコード（Tracking Area Code）を用いる方法が効率よく行
える。ＭＭＥ３１３の一連の処理は制御部１００６によって制御される。よって制御部１
００６は図面では省略しているが各部（1001～1005）と接続している。
【００４４】
　図１１は、本発明に係るＨｅＮＢＧＷの構成を示すブロック図である。ＥＰＣ通信部１
１０１はＨｅＮＢＧＷ７４とＭＭＥ７３間をＳ１＿ｆｌｅｘインタフェースによるデータ
の送受信を行う。基地局通信部１１０２はＨｅＮＢＧＷ７４とＨｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２
間をＳ１インタフェースによるデータの送受信を行う。ロケーション処理部１１０３は、
ＥＰＣ通信部１１０１経由で渡されたＭＭＥ７３からのデータのうちレジストレーション
情報など、複数のＨｏｍｅ－ｅＮＢに送信する処理を行う。ロケーション処理部１１０３
で処理されたデータは、基地局通信部１１０２に渡され、ひとつまたは複数のＨｏｍｅ－
ｅＮＢ７２－２にＳ１インタフェースを介して送信される。ロケーション処理部１１０３
での処理を必要とせず通過（透過）させるだけのデータは、ＥＰＣ通信部１１０１から基
地局通信部１１０２に渡され、ひとつまたは複数のＨｏｍｅ－ｅＮＢ７２－２にＳ１イン
タフェースを介して送信される。ＨｅＮＢＧＷ７４の一連の処理は制御部１１０４によっ
て制御される。よって制御部１１０４は図面では省略しているが各部（1101～1103）と接
続している。
【００４５】
　次に移動体通信システムにおける一般的なセルサーチ方法の一例を示す。図１２は、Ｌ
ＴＥ方式の通信システムにおいて移動端末（UE）が行うセルサーチから待ち受け動作まで
の概略を示すフローチャートである。移動端末にてセルサーチが開始されると、ステップ
ＳＴ１２０１で周辺の基地局から送信される第一同期信号（P－SS）、第二同期信号（S－
SS）を用いてスロットタイミング、フレームタイミングの同期をとる。Ｐ－ＳＳとＳ－Ｓ
Ｓあわせて、同期信号（SS）にはセル毎に割り当てられたＰＣＩ（Physical Cell Identi
ty）に１対１対応するシンクロナイゼーションコードが割り当てられている。ＰＣＩの数
は現在５０４通りが検討されており、この５０４通りのＰＣＩを用いて同期をとるととも
に、同期がとれたセルのＰＣＩを検出（特定）する。次に同期がとれたセルに対して、ス
テップＳＴ１２０２で、基地局からセル毎に送信される参照信号ＲＳ（Reference Signal
）を検出し受信電力の測定を行う。参照信号ＲＳにはＰＣＩと１対１に対応したコードが
用いられており、そのコードで相関をとることによって他セルと分離できる。ＳＴ１２０
１で特定したＰＣＩから該セルのＲＳ用のコードを導出することによって、ＲＳを検出し
、ＲＳ受信電力を測定することが可能となる。次にＳＴ１２０３で、ＳＴ１２０２までで
検出されたひとつ以上のセルの中から、ＲＳの受信品質が最も良いセル（例えば、ＲＳの
受信電力が最も高いセル、つまりベストセル）を選択する。次にＳＴ１２０４でベストセ
ルのＰＢＣＨを受信して、報知情報であるＢＣＣＨを得る。ＰＢＣＨ上のＢＣＣＨには、
セル構成情報が含まれるＭＩＢ（Master Information Block）がのる。ＭＩＢの情報とし
ては、例えば、ＤＬ（ダウンリンク）システム帯域幅、送信アンテナ数、ＳＦＮ（System
 Frame Number）などがある。
【００４６】
　次に１２０５で、ＭＩＢのセル構成情報をもとに該セルのＤＬ－ＳＣＨを受信して、報
知情報ＢＣＣＨの中のＳＩＢ（System Information Block）１を得る。ＳＩＢ１には該セ
ルへのアクセスに関する情報や、セルセレクションに関する情報、他のＳＩＢ（SIBk;k≧
2の整数）のスケジューリング情報が含まれる。また、ＳＩＢ１にはＴＡＣ（Tracking Ar
ea Code）が含まれる。次にＳＴ１２０６で、移動端末は、ＳＴ１２０５で受信したＴＡ
Ｃと、移動端末が既に保有しているＴＡＣと比較する。比較した結果、同じならば、該セ
ルで待ち受け動作に入る。比較して異なる場合は、移動端末は該セルを通してコアネット
ワーク（Core Network, EPC）（ＭＭＥなどが含まれる）へ、ＴＡＵ（Tracking Area Upd
ate）を行うためＴＡの変更を要求する。コアネットワークは、ＴＡＵ要求信号とともに
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移動端末から送られてくる該移動端末の識別番号（UE－IDなど）をもとに、ＴＡの更新を
行う。コアネットワークはＴＡの更新後、移動端末にＴＡＵ受領信号を送信する。移動端
末は該セルのＴＡＣで、移動端末が保有するＴＡＣ（あるいはＴＡＣリスト）を書き換え
る（更新する）。その後移動端末は該セルで待ち受け動作に入る。
【００４７】
　ＬＴＥ－Ａ用の新技術としてＤＬ　ＣｏＭＰが検討されている。図１３に現在３ＧＰＰ
で検討されているＤＬ　ＣｏＭＰの概念図を示す。マルチポイントユニット１（Unit1）
１３０１、およびマルチポイントユニット２（Unit2）１３０２は、ＤＬ　ＣｏＭＰすな
わち下り多地点協調送信を行なうユニットである。１３０４はＵｎｉｔ１によって構成さ
れるセル１、１３０５はＵｎｉｔ２によって構成されるセル２である。１３０３はＤＬ　
ＣｏＭＰの対象となる移動端末（UE1）である。図１３はジョイントプロセッシングの場
合におけるＤＬ　ＣｏＭＰを示してある。ＤＬ　ＣｏＭＰでは、マルチポイントセルの複
数のポイントからある一つのＵＥへＰＤＳＣＨを送信する。すなわち、セル１とセル２か
ら該ＵＥ１へ同じＰＤＳＣＨが送信される（１３０６、１３０７）。該ＵＥ１はセル１と
セル２から送信されたＰＤＳＣＨを合成し、受信品質の向上を図ることが可能となる。Ｄ
Ｌ　ＣｏＭＰの目的である、高いデータレートのカバレッジの拡大、セルエッジでのスル
ープットの向上、システムスループットの増大を図るため、セルエッジに位置するＵＥが
ＣｏＭＰの対象になる。
【００４８】
　図１４にＬＴＥ－Ａにおける下り物理リソースを説明する図を示す。横方向が周波数、
縦方向が時間を示している。ＬＴＥ－Ａの下り物理リソースの構成はＬＴＥのそれと基本
的に等しい。図では１サブフレームについて示してある。ＬＴＥ（ＬＴＥ－Ａ）では１サ
ブフレームを１ＴＴＩ（Transmission Time Interval）としている。１サブフレームのう
ち、最初から１つあるいは２つあるいは３つのシンボルには、ＰＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨ、
ＰＦＩＣＨが割当てられる（１４０１）。上記シンボルを除いた残りのシンボルにはＰＤ
ＳＣＨが割当てられる（１４０２）。従って、ＤＬ　ＣｏＭＰすなわち下り多地点協調送
信が行なわれる物理リソースは、図１４のＰＤＳＣＨが割当てられる物理リソースとなる
。
【００４９】
　ＤＬ　ＣｏＭＰを行なうセル（マルチポイントセル）間では同期がとられており、各セ
ル（マルチポイントセル）から送信されるＰＤＳＣＨには同じ物理リソース（リソースブ
ロック）が割当てられる。これにより、図１３に示す、ＵＥ１（１３０３）は受信したＰ
ＤＳＣＨ（１３０６、１３０７）を合成することが可能となる。
【００５０】
　３ＧＰＰにおいて、ＤＬ　ＣｏＭＰを行う場合のＰＤＳＣＨ物理リソースの割当てを、
サービングセル（あるいはアンカーセル）が行なうことが検討されている。ＤＬ　ＣｏＭ
Ｐはサービングセルを含めた複数のマルチポイントセルによって行なわれる。ＰＤＳＣＨ
が割当てられる物理リソースの割当て情報は、ＤＬ　ＣｏＭＰを行なうセルのいずれか一
つのセルのＰＤＣＣＨによりＵＥへ送信される。該いずれか一つのセルとしてサービング
セルが検討されている。あるいは、ＤＬ　ＣｏＭＰの協調送信をスケジューリングするセ
ルとしてアンカーセルが設けられた場合は、割当て情報を送信する一つのセルを該アンカ
ーセルとすることが検討されている。
【００５１】
　ＰＤＳＣＨの物理リソースの割当て情報の通知方法は、３ＧＰＰにおいてまだ決められ
ていないが、インタフェースＸ２および／またはインタフェースＳ１によって、サービン
グセル（アンカーセル）からＤＬ　ＣｏＭＰを行う他のセルへ、ＰＤＳＣＨの物理リソー
スの割当てを前もって行うようにすれば良い。インタフェースＸ２は、セル（基地局）間
のインタフェースであり、インタフェースＳ１はセルとコアネットワーク側（ＭＥＥなど
）との間のインタフェースである。
【００５２】
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　図５で示したように、ＰＤＳＣＨにマッピングされる下りトランスポートチャネルには
、ＤＬ－ＳＣＨとＰＣＨがある。ＤＬ－ＳＣＨにマッピングされる下りロジカルチャネル
は図６で示したように、ＢＣＣＨ、ＣＣＣＨ、ＤＣＣＨ、ＤＴＣＨ、ＭＣＣＨ、ＭＴＣＨ
である。一方、ＰＣＨにマッピングされる下りロジカルチャネルは図６で示したようにＰ
ＣＣＨである。
【００５３】
　これらのロジカルチャネルは、その種類に応じて送信される対象ＵＥ数が異なる。例え
ば、ＢＣＣＨには報知情報がのるので、セル傘下の全移動端末（UE）に報知される。また
、ＤＴＣＨにはある一つのＵＥへの個別データがのるので、セル傘下のある一つのＵＥの
みに送信される。
【００５４】
　ロジカルチャネルが送信される対象のＵＥ数が多くなると、ＤＬ　ＣｏＭＰを行う対象
となるＵＥ数も増大することになる。これは、送信対象のＵＥ数の増大とともに、セルエ
ッジに位置するＵＥの存在確率も増大するためである。ＤＬ　ＣｏＭＰを適用するＵＥ数
が増大すると、ＤＬ　ＣｏＭＰのために必要とする無線リソースが増大し、無線リソース
の使用効率が大きく低下する。ＤＬ　ＣｏＭＰを適用するＵＥのスループットは増大する
が、逆にシステムとしてのスループットが低下してしまうことになる。また、ＤＬ　Ｃｏ
ＭＰを適用するＵＥの数が増大すると、ＤＬ　ＣｏＭＰの協調送信をスケジューリングす
るセルから他のＤＬ　ＣｏＭＰを行うセルへ通知する、ＤＬ　ＣｏＭＰを適用するＵＥへ
のＰＤＳＣＨの物理リソースの割当て情報の情報量が増大するという課題が発生する。
【００５５】
　ＤＬ　ＣｏＭＰ適用ＵＥ数の増大によりシステムとしてのスループットが低下する問題
が生じてしまう例として、ＢＣＣＨがＤＬ　ＣｏＭＰされる場合を示す。
【００５６】
　ＢＣＣＨには、セルのシステム情報など、セル傘下の全ＵＥへ報知する情報がのる。Ｂ
ＣＣＨはトランスポートチャネルＤＬ－ＳＣＨにマッピングされ、さらに物理チャネルＰ
ＤＳＣＨにマッピングされて、セル傘下の全ＵＥへ送信される。該ＰＤＳＣＨの物理リソ
ース割当などのスケジューリングはセル毎に設定される。
【００５７】
　該セルをサービングセルとするどれか一つのＵＥがセルエッジに入った場合を考える。
セルエッジに存在する該ＵＥにＤＬ　ＣｏＭＰを適用すると、ＣｏＭＰを行なう他のセル
からも同一の物理リソースでＰＤＳＣＨが送信されることになる。該セルをサービングセ
ルとするどれか一つのＵＥがどこかのセルエッジにいる可能性は高く、殆ど常時と言って
も良い。従って、該セルのＢＣＣＨがマッピングされるＰＤＳＣＨは、殆ど常時どこか周
辺のセルとＣｏＭＰがなされることになる。これは、周辺のセルでも同様である。
【００５８】
　つまり、一つのセルをとってみると、該セルは該セルのＢＣＣＨをマッピングしたＰＤ
ＳＣＨだけでなく、周辺セルのＢＣＣＨをマッピングしたＰＤＳＣＨも殆ど常時送信しな
ければならないことになる。
【００５９】
　図１５に、ＢＣＣＨのマッピングされたＰＤＳＣＨをＣｏＭＰする場合の説明図を示す
。１５０１はマルチポイントユニット１（セル１）で、その周辺に、マルチポイントユニ
ット２（セル２）（１５０２）、マルチポイントユニット３（セル３）（１５０３）、マ
ルチポイントユニット４（セル４）（１５０４）、マルチポイントユニット５（セル５）
（１５０５）、マルチポイントユニット６（セル６）（１５０６）、マルチポイントユニ
ット７（セル７）（１５０７）が配置されている。
【００６０】
　ＵＥ１（１５０８）はセル１をサービングセルとする移動端末である。同様に、ＵＥ２
（１５０９）はセル２とセル１間のＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥであり、セル２をサービン
グセルとする。ＵＥ３（１５１０）はセル３とセル１間のＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥであ
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り、セル３をサービングセルとする。ＵＥ４（１５１１）はセル４とセル１間のＤＬ　Ｃ
ｏＭＰ対象のＵＥであり、セル４をサービングセルとする。ＵＥ５（１５１２）はセル５
とセル１間のＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥであり、セル５をサービングセルとする。ＵＥ６
（１５１３）はセル６とセル１間のＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥであり、セル６をサービン
グセルとする。ＵＥ７（１５１４）はセル７とセル１間のＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥであ
り、セル７をサービングセルとする。
【００６１】
　１５１５はセル１傘下のＵＥに対して送信されるＢＣＣＨのマッピングされたＰＤＳＣ
Ｈである。ＵＥ１は該ＰＤＳＣＨ（１５１５）を受信する。１５２２はセル２傘下のＵＥ
に対して送信されるＢＣＣＨのマッピングされたＰＤＳＣＨである。ＵＥ２は該ＰＤＳＣ
Ｈ（１５２２）を受信する。１５２３はセル３傘下のＵＥに対して送信されるＢＣＣＨの
マッピングされたＰＤＳＣＨである。ＵＥ３は該ＰＤＳＣＨ（１５２３）を受信する。１
５２４はセル４傘下のＵＥに対して送信されるＢＣＣＨのマッピングされたＰＤＳＣＨで
ある。ＵＥ４は該ＰＤＳＣＨ（１５２４）を受信する。１５２５はセル５傘下のＵＥに対
して送信されるＢＣＣＨのマッピングされたＰＤＳＣＨである。ＵＥ５は該ＰＤＳＣＨ（
１５２５）を受信する。１５２６はセル６傘下のＵＥに対して送信されるＢＣＣＨのマッ
ピングされたＰＤＳＣＨである。ＵＥ６は該ＰＤＳＣＨ（１５２６）を受信する。１５２
７はセル７傘下のＵＥに対して送信されるＢＣＣＨのマッピングされたＰＤＳＣＨである
。ＵＥ７は該ＰＤＳＣＨ（１５２７）を受信する。
【００６２】
　ＢＣＣＨがマッピングされたＰＤＳＣＨ１５１６は、セル２からＵＥ２へ送信されると
ともに、ＤＬ　ＣｏＭＰによりセル１からＵＥ２へ送信される。セル３～セル７でも同様
であり、ＢＣＣＨがマッピングされたＰＤＳＣＨ１５１７～１５２１は、セル３～セル７
からＵＥ３～ＵＥ７へ送信されるとともに、ＤＬ　ＣｏＭＰによりセル１からＵＥ３～Ｕ
Ｅ７へ送信される。従って、この場合、セル１は、自セル（セル1）のＢＣＣＨがマッピ
ングされたＰＤＳＣＨだけでなく、周辺セルのＢＣＣＨがマッピングされたＰＤＳＣＨも
送信しなければならない。
【００６３】
　図１６に、周辺セルとＤＬ　ＣｏＭＰを行なっているセル1の下り物理リソースの割当
ての説明図を示す。横軸は周波数を、縦軸は時間をそれぞれ示す。図では、横軸方向にシ
ステム帯域を表示し、縦軸方向に１４シンボルからなるサブフレームを複数表示している
。1サブフレームは１ＴＴＩである。
【００６４】
　セル1（自セル）のＢＣＣＨがマッピングされたＰＤＳＣＨは、サブフレーム＃ｎの一
部の領域１６０１に割当てられる。セル２（周辺セル）のＢＣＣＨがマッピングされたＰ
ＤＳＣＨは、サブフレーム＃ｎ＋１の一部の領域１６０２に割当てられる。セル３（周辺
セル）のＢＣＣＨがマッピングされたＰＤＳＣＨは、サブフレーム＃ｎ＋２の一部の領域
１６０３に割当てられる。セル４（周辺セル）とセル５（周辺セル）のＢＣＣＨがマッピ
ングされたＰＤＳＣＨは、サブフレーム＃ｎ＋３の一部の領域１６０４および領域１６０
５に割当てられる。セル６（周辺セル）のＢＣＣＨがマッピングされたＰＤＳＣＨは、サ
ブフレーム＃ｎ＋５の一部の領域１６０６に割当てられる。セル７（周辺セル）のＢＣＣ
ＨがマッピングされたＰＤＳＣＨは、サブフレーム＃ｎ＋６の一部の領域１６０７に割当
てられる。
【００６５】
　このように、セル１は自セルと周辺セルのＢＣＣＨのマッピングされたＰＤＳＣＨを物
理リソースに割当てて送信しなければならなくなり、無線リソースの使用効率を著しく低
下させることになる。従って、ＣｏＭＰを適用するＵＥのスループットは増大するが、逆
にシステムとしてのスループットが低下してしまうことになる。
【００６６】
　図１７は、報知情報の中のＳＩＢ１（System Information Block１）がのるＢＣＣＨの
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場合の物理リソース割当ての説明図である。領域１７０１は、セル１のＳＩＢ１がマッピ
ングされるＰＤＳＣＨが割当てられた物理リソースである。領域１７０２はセル２のＳＩ
Ｂ１がマッピングされるＰＤＳＣＨが割当てられた物理リソースである。領域１７０３は
セル３のＳＩＢ１がマッピングされるＰＤＳＣＨが割当てられた物理リソースである。領
域１７０４はセル４のＳＩＢ１がマッピングされるＰＤＳＣＨが割当てられた物理リソー
スである。領域１７０５はセル５のＳＩＢ１がマッピングされるＰＤＳＣＨが割当てられ
た物理リソースである。領域１７０６はセル６のＳＩＢ１がマッピングされるＰＤＳＣＨ
が割当てられた物理リソースである。領域１７０７はセル７のＳＩＢ１がマッピングされ
るＰＤＳＣＨが割当てられた物理リソースである。ＳＩＢ１がマッピングされるＰＤＳＣ
Ｈが送信される無線フレームナンバ（ＳＦＮ、System　Frame　Number）とサブフレーム
ナンバが、全てのセルにおいて決められている。ＳＩＢ１の初送は８の倍数のＳＦＮのサ
ブフレームナンバ５で、そのリピテションが他の全ての２の倍数のＳＦＮのサブフレーム
ナンバ５で送信される。
【００６７】
　従って、図のように、２の倍数のＳＦＮのサブフレームナンバ５で、自セルのＳＩＢ１
ののるＢＣＣＨがマッピングされるＰＤＳＣＨだけでなく、ＣｏＭＰを行なう周辺セルの
ＳＩＢ１がのるＢＣＣＨがマッピングされるＰＤＳＣＨの物理リソースの割当てが行なわ
れることになる。
【００６８】
　このことは、無線リソースの使用効率を著しく低下させるだけでなく、無線リソースが
足りなくて他のＰＤＳＣＨの割当てが不可能となったり、あるいは、ＣｏＭＰする周辺の
セルのＰＤＳＣＨすら割当てできなくなったり、といった場合が生じる。これは、システ
ムとしてのスループットを低下させるだけでなく、システムとしての動作を不安定にして
しまう。
【００６９】
　上述のような問題を解消するため、本実施の形態では、ロジカルチャネルの種類に応じ
てＤＬ　ＣｏＭＰを対応とするか非対応とするかを分別することを開示する。ここで、Ｄ
Ｌ　ＣｏＭＰを対応とするとは、ＤＬ　ＣｏＭＰを用いて、すなわち複数の基地局が協調
して送信を実施することを示す。ＤＬ　ＣｏＭＰを非対応とするとは、ＤＬ　ＣｏＭＰを
用いないで、すなわち基地局が他の基地局と協調せずに送信を実施することを示す。
【００７０】
　このようにＤＬ　ＣｏＭＰの対応／非対応をロジカルチャネルの種類に応じて分別して
おくことで、ロジカルチャネルの送信対象ＵＥ数に応じてＤＬ　ＣｏＭＰの対応／非対応
を設定可能となるため、例えば上述したような、送信対象ＵＥ数が多い場合に生じる問題
等を解消することが可能となる。また、通信方法に応じてきめ細やかにＣｏＭＰ設定を行
なうことが可能となるため、システムとしての無線リソースの使用効率を向上させること
が可能となり、従って、システムとしてのスループットを増大させることが可能となる。
また、ロジカルチャネル毎に分別することで、基地局での制御が容易になるという効果、
また、基地局間での協調送信制御を容易にできるという効果が得られる。
【００７１】
　例として、ＵＥに対して個別に送信するロジカルチャネルとその他のロジカルチャネル
で分別し、前者のロジカルチャネルがマッピングされるＰＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ対応
とし、後者のロジカルチャネルがマッピングされるＰＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ非対応と
する。
【００７２】
　セル傘下の全ＵＥに対して一斉に報知するような情報がのるロジカルチャネルと異なり
、一つのＵＥに対して個別に送信するロジカルチャネルは、該ＵＥに対する送信データが
発生した場合にのみ、該ＵＥに対してのみ送信される。従って、該ロジカルチャネルを送
信するＵＥがセルエッジにいる場合は少ない。従って、セルエッジにいる該ＵＥに対して
ＤＬ　ＣｏＭＰを行なったとしても、上述のような無線リソースの使用効率を著しく劣化
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させるようなことは無くなる。従って、あるひとつのＵＥに対して個別に送信するロジカ
ルチャネルとそれ以外のロジカルチャネルで分別し、前者のロジカルチャネルをＤＬ　Ｃ
ｏＭＰ対応とし、後者のロジカルチャネルをＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とすることで、ＤＬ　
ＣｏＭＰによるスループットの増大が図れ、システムとしてのスループットを増大させる
ことが可能となる。
【００７３】
　他の例として、個別ロジカルチャネル（ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨ）とその他のロジカルチャ
ネルで分別し、個別ロジカルチャネル（ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨ）がマッピングされるＰＤＳ
ＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ対応とし、その他のロジカルチャネルがマッピングされるＰＤＳＣ
ＨをＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とする。
【００７４】
　個別ロジカルチャネル（ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨ）は、一つのＵＥに対して個別に送信する
ロジカルチャネルなので、前述の例と同様の効果が得られる。さらに、ＤＬ　ＣｏＭＰ対
応のロジカルチャネルをＤＴＣＨ、ＤＣＣＨに限定することで、ＤＬ　ＣｏＭＰを適用す
るＵＥ数の増加が抑制されるため、さらにシステムとしてのスループットの増大が可能と
なる。さらに、ＤＬ　ＣｏＭＰを適用するＵＥの通信状態が限定されることになるため、
ＤＬ　ＣｏＭＰ制御、すなわちマルチセル間の協調送信制御を容易にすることが可能とな
る。
【００７５】
　他の例として、報知用ロジカルチャネル（ＢＣＣＨ）とその他のロジカルチャネルで分
別し、報知用ロジカルチャネル（ＢＣＣＨ）がマッピングされるＰＤＳＣＨをＤＬ　Ｃｏ
ＭＰ非対応とし、その他のロジカルチャネルがマッピングされるＰＤＳＣＨをＤＬ　Ｃｏ
ＭＰ対応とする。
【００７６】
　報知用ロジカルチャネル（ＢＣＣＨ）は、セル傘下の全ＵＥに一斉に報知される。ロジ
カルチャネルの中でもっとも前述のような問題を発生させるチャネルである。従って、該
チャネル（ＢＣＣＨ）がマッピングされるＰＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とすること
で、無線リソースの使用効率の低下を抑え、他のロジカルチャネルがマッピングされるＰ
ＤＳＣＨのＤＬ　ＣｏＭＰによるスループットの増大により、システムとしてのスループ
ットの増大が図れる。
【００７７】
　他の例として、ＭＢＭＳ用ロジカルチャネル（ＭＴＣＨ、ＭＣＣＨ）とその他のロジカ
ルチャネルで分別し、ＭＢＭＳ用ロジカルチャネル（ＭＴＣＨ、ＭＣＣＨ）がマッピング
されるＰＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とし、その他のロジカルチャネルがマッピング
されるＰＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ対応とする。
【００７８】
　ＭＢＭＳ用ロジカルチャネル（ＭＴＣＨ、ＭＣＣＨ）には、ＭＢＭＳのために用いられ
、ＭＢＭＳデータや制御情報などＭＢＭＳ関連情報がのる。一つのセルからＭＢＭＳ関連
情報を送信するシングルセル送信の場合に、該ＭＢＭＳ用ロジカルチャネルはＤＬ－ＳＣ
Ｈにマッピングされ、ＰＤＳＣＨにマッピングされて、ＭＢＭＳ受信可能および／または
ＭＢＭＳサービスを受けているＵＥに対して送信される。該セルのＭＢＭＳサービスを複
数のＵＥが受信している場合もあるため、ＭＢＭＳ用ロジカルチャネル（ＭＴＣＨ、ＭＣ
ＣＨ）が送信されるＵＥ数は一つとは限らず、複数となる場合がある。対象となるＵＥ数
が多くなるため、ＭＢＭＳ用ロジカルチャネル（ＭＴＣＨ、ＭＣＣＨ）は、前述のような
問題を発生させやすい。従って、該チャネル（ＭＴＣＨ、ＭＣＣＨ）がマッピングされる
ＰＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とすることで、無線リソースの使用効率の低下を抑え
、他のロジカルチャネルがマッピングされるＰＤＳＣＨのＤＬ　ＣｏＭＰによるスループ
ットの増大により、システムとしてのスループットの増大が図れる。
【００７９】
　他の例として、ページングメッセージ（paging message）用ロジカルチャネル（ＰＣＣ
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Ｈ）とその他のロジカルチャネルで分別し、ページングメッセージ用ロジカルチャネル（
ＰＣＣＨ）がマッピングされるＰＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とし、その他のロジカ
ルチャネルがマッピングされるＰＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ対応とする。
【００８０】
　ページングメッセージは、ページングに関する情報　および／または　システム情報変
更についての情報（ＢＣＣＨ modify情報）　および／または　ＥＴＷＳ（Earthquake an
d Tsunami Warning System）通知についての情報（ＥＴＷＳ indication）などを含む。
従って、例えば、地震が発生して、ＥＴＷＳ通知が発生した場合、セルは、傘下のＵＥに
対して一斉にページングメッセージを送信する。ページングメッセージはＰＣＣＨにのり
、ＰＣＣＨはＰＣＨにマッピングされ、ＰＤＳＣＨにマッピングされて傘下のＵＥに対し
て一斉に送信される。周辺セルにおいてもＥＴＷＳ通知を送信しなければならないような
場合にＰＣＣＨのマッピングされるＰＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ対応とすると、ＥＴＷＳ
通知時に、前述のようにＤＬ　ＣｏＭＰするために多大な無線リソースを使用しなければ
ならなくなる。このため、他のＰＤＳＣＨ、例えば、地震に被災したユーザなど逼迫した
状況にあるユーザの通話用のＰＤＳＣＨのための無線リソースの確保が不可能となってし
まうことになる。このような問題を解消するため、ページングメッセージ（paging messa
ge）用ロジカルチャネル（ＰＣＣＨ）とその他のロジカルチャネルで分別し、ページング
メッセージ用ロジカルチャネル（ＰＣＣＨ）がマッピングされるＰＤＳＣＨをＤＬ　Ｃｏ
ＭＰ非対応とする。こうすることで、無線リソースの使用効率の低下を抑え、他のロジカ
ルチャネルがマッピングされるＰＤＳＣＨのＤＬ　ＣｏＭＰによるスループットの増大に
より、システムとしてのスループットの増大が図れる。
【００８１】
　他の例として、報知用、ＭＢＭＳ用、ページングメッセージ用のロジカルチャネル（Ｂ
ＣＣＨ、ＭＴＣＨ、ＭＣＣＨ、ＰＣＣＨ）と、その他のロジカルチャネルで分別し、前者
のロジカルチャネル（ＢＣＣＨ、ＭＴＣＨ、ＭＣＣＨ、ＰＣＣＨ）がマッピングされるＰ
ＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とし、その他のロジカルチャネルがマッピングされるＰ
ＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ対応とするようにしても良い。こうすることで、ＣｏＭＰ対象
となるＵＥ数が多くなってしまうようなロジカルチャネルはＣｏＭＰ非対応とし、ＣｏＭ
Ｐ対象となるＵＥ数が少ない他のロジカルチャネルはＣｏＭＰ対応とできる。これにより
、無線リソースの使用効率の低下をさらに抑えられ、他のロジカルチャネルがマッピング
されるＰＤＳＣＨのＤＬ　ＣｏＭＰによるスループットの増大により、システムとしての
スループットのさらなる増大が図れる。
【００８２】
　次に、動作について開示する。本実施の形態では、ロジカルチャネルの種類に応じてＤ
Ｌ　ＣｏＭＰを対応とするか非対応とするかを分別することを開示した。該ロジカルチャ
ネルのどのロジカルチャネルをＣｏＭＰ対応とするか非対応とするは、あらかじめ決めて
おく（predefined）。
【００８３】
　例として、個別ロジカルチャネル（ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨ）とその他のロジカルチャネル
で分別し、個別ロジカルチャネル（ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨ）がマッピングされるＰＤＳＣＨ
をＤＬ　ＣｏＭＰ対応とし、その他のロジカルチャネルがマッピングされるＰＤＳＣＨを
ＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とする場合について示す。
【００８４】
　図１８に、ロジカルチャネル毎にＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応を分別した場合の概念図
を示す。１８０１から１８０５は図１３の１３０１から１３０５と同様なので説明を省略
する。ＵＥ１はセル1をサービングセル（あるいはアンカーセル）としている。図１８で
はジョイントプロセッシングの場合について示してある。図に示すように、ＰＤＳＣＨを
、個別ロジカルチャネル（ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨ）がマッピングされるＰＤＳＣＨとその他
のロジカルチャネルがマッピングされるＰＤＳＣＨを分別する。ＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵ
Ｅ１に対して、個別ロジカルチャネル（ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨ）はＤＬ　ＣｏＭＰ対応とし
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、該ロジカルチャネルがマッピングされるＰＤＳＣＨは、ＤＬ　ＣｏＭＰを行なう複数の
マルチポイントセル（セル１、セル２）からＵＥ１へ送信される（１８０６、１８０７）
。一方、ＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥ１に対して、その他のロジカルチャネルはＤＬ　Ｃｏ
ＭＰ非対応とし、該ロジカルチャネルがマッピングされるＰＤＳＣＨは、サービングセル
（セル１）のみからＵＥ１へ送信される（１８０８）。
【００８５】
　該ＵＥ１はセル１とセル２から送信された個別ロジカルチャネル（ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨ
）がマッピングされるＰＤＳＣＨを合成し、受信品質の向上を図ることが可能となる。一
方、その他のロジカルチャネルはＤＬ　ＣｏＭＰ非対応のためＵＥ１での受信品質の向上
を図ることはできないが、前述のような無線リソースの使用効率の著しい低下がなくなる
。従って、個別ロジカルチャネル（ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨ）に対してＤＬ　ＣｏＭＰの目的
である、高いデータレートのカバレッジの拡大、セルエッジでのスループットの向上が図
れ、さらに、無線リソースの使用効率の低下をなくして、システムにおけるスループット
の増大を図ることが可能となる。
【００８６】
　図１９に、サービングセルと、該セルとＤＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセルでの動作につ
いて一例を示す。サービングセルにおいて、ＳＴ１９０１でＵＥ１へのＰＤＳＣＨ送信手
順が開始されると、サービングセルは、まず、送信するロジカルチャネルを該ロジカルチ
ャネルに対応したトランスポートチャネルへマッピングする（ＳＴ１９０２）。次に、該
トランスポートチャネルをＰＤＳＣＨへマッピングする（ＳＴ１９０３）。次に、サービ
ングセルは、該ＰＤＳＣＨの物理リソースのスケジューリングを行なう（ＳＴ１９０４）
。
【００８７】
　ＳＴ１９０５において、サービングセルは、該ＰＤＳＣＨを送信するＵＥがＤＬ　Ｃｏ
ＭＰ対象のＵＥかどうかを判断する。判断指標として、該ＵＥがセルエッジに位置するか
どうか、などとすると良い。また、サービングセルは、該ＵＥに対して、どのセルとＤＬ
　ＣｏＭＰを行なうかを決定する。該ＵＥがＤＬ　ＣｏＭＰ対象でないと判断した場合、
ＰＤＣＣＨによってＳＴ１９０４で決定したＰＤＳＣＨのスケジューリング情報を、また
、該スケジューリング情報で示される物理リソースで該ＰＤＳＣＨを送信する（ＳＴ１９
０８）。一方、ＳＴ１９０５で、該ＵＥがＣｏＭＰ対象であると判断した場合、ＳＴ１９
０６で、送信するロジカルチャネルがＤＬ　ＣｏＭＰ対応か非対応かを判断する。
【００８８】
　該ロジカルチャネルがＤＬ　ＣｏＭＰ非対応の場合、ＳＴ１９０８で、ＰＤＣＣＨ、Ｐ
ＤＳＣＨを送信する。ＳＴ１９０６で、送信するロジカルチャネルがＤＬ　ＣｏＭＰ対応
であると判断した場合、ＳＴ１９０７でＤＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセルへ、送信データ
およびＰＤＳＣＨスケジューリング情報を送信する。その後、ＳＴ１９０８で、ＰＤＣＣ
Ｈ、ＰＤＳＣＨを送信する。ＤＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセルは、ＳＴ１９０７でサービ
ングセルから送信された送信データおよびＰＤＳＣＨスケジューリング情報を受信する（
ＳＴ１９０９）。ＤＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセルは、これらの情報あるいはいずれかを
受信することで、該ＵＥへのＤＬ　ＣｏＭＰを起動するようにしておくと良い。該ＵＥへ
のＤＬ　ＣｏＭＰを起動したセル（ＤＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセル）は、該ＵＥへのＰ
ＤＳＣＨ送信手順に入る。ＳＴ１９１０で、該他のセルは該ＵＥへの送信データをＰＤＳ
ＣＨにマッピングする。ＳＴ１９１１で、該他のセルは該ＵＥへのＰＤＳＣＨスケジュー
リング情報にもとづいて、ＰＤＳＣＨをサービングセルと同じ物理ソースに割当て送信す
る。ＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥはサービングセルおよびＤＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセル
から送信されたＰＤＳＣＨを受信する。
【００８９】
　ロジカルチャネルの種類に応じてＤＬ　ＣｏＭＰの対応／非対応を分別することで、Ｓ
Ｔ１９０７でサービングセルからＤＬ　ＣｏＭＰする他のセルに送信するデータをロジカ
ルチャネル毎のフォーマットで送信することが可能となり、さらに、ＳＴ１９１０で、Ｄ
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Ｌ　ＣｏＭＰを行う他のセルは、受信したデータがすでにロジカルチャネルのフォーマッ
トとなっているため、該受信データを加工する必要なくＰＤＳＣＨにマッピングすること
が可能となる。従って、基地局での制御が容易になるという効果、また、基地局間での協
調送信制御を容易にできるという効果が得られる。
【００９０】
　また、ここでは、ＳＴ１９０９で、ＤＬ　ＣｏＭＰを行なうセルがサービングセルから
送信されたＤＬ　ＣｏＭＰ用のひとつあるいは複数の情報を受信することで、該ＵＥへの
ＤＬ　ＣｏＭＰを起動するようにしたが、ＳＴ１９０５で、サービングセルが、該ＵＥが
ＤＬ　ＣｏＭＰ対象であると判断した際に、ＤＬ　ＣｏＭＰを行なうと決定したセルに対
して、ＤＬ　ＣｏＭＰ起動のための信号を送信しても良い。ＤＬ　ＣｏＭＰを行う他のセ
ルは該信号を受信することで、該ＵＥへのＤＬ　ＣｏＭＰを起動する。
【００９１】
　こうすることで、該他のセルはＤＬ　ＣｏＭＰを起動するための信号を明示的に受信可
能となるので、誤動作が防止できる効果が得られる。該ＤＬ　ＣｏＭＰ起動信号をＰＤＳ
ＣＨの割当が行なわれるサブフレームよりどれだけ前もって行なわれるか、その時間ある
いはサブフレーム数あるいは無線フレーム数をあらかじめ決めておいても良い。それによ
り、該他のセルはＤＬ　ＣｏＭＰを行なう無線フレームがわかるため、該他のセル傘下の
ＵＥへのスケジューリングとの調整をとりやすくすることが可能となる。
【００９２】
　図２０に、ロジカルチャネル毎にＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応を分別した場合のシーケ
ンス図の一例を示す。図２０（ａ）はＤＬ　ＣｏＭＰ対応のロジカルチャネルを送信する
場合、図２０（ｂ）はＤＬ　ＣｏＭＰ非対応のロジカルチャネルを送信する場合である。
個別ロジカルチャネル（ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨ）とその他のロジカルチャネルで分別し、個
別ロジカルチャネル（ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨ）がマッピングされるＰＤＳＣＨをＤＬ　Ｃｏ
ＭＰ対応とし、その他のロジカルチャネルがマッピングされるＰＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭ
Ｐ非対応とする場合の例について示している。
【００９３】
　図２０（ａ）に示すように、ＤＬ　ＣｏＭＰ対応のロジカルチャネルを送信する場合、
サービングセル（セル１）は、ＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥ（ＵＥ１）に対してＤＴＣＨ、
ＤＣＣＨがマッピングされるＰＤＳＣＨを送信する前に、ＤＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセ
ルに対して、該ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨおよび、該ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨがマッピングされるＰ
ＤＳＣＨ割当てスケジューリング情報を送信する（ＳＴ２００１）。ＳＴ２００１はセル
間のインタフェースＸ２で行なうと良い。その後、サービングセルはＰＤＣＣＨにより、
該ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨのＰＤＳＣＨ割当て情報をＵＥ１に対して送信する（ＳＴ２００２
）。サービングセルは該ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨのＰＤＳＣＨ割当て情報に従って、ＰＤＳＣ
Ｈを送信する（ＳＴ２００３）。一方ＤＬ　ＣｏＭＰを行う他のセルは、ＳＴ２００１で
受信した該ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨをＰＤＳＣＨにマッピングし、同じようにＳＴ２００１で
受信した該ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨがマッピングされるＰＤＳＣＨ割当てスケジューリング情
報に従って、ＰＤＳＣＨを物理リソースに割当ててＵＥ１に対して送信する（ＳＴ２００
４）。ＵＥ１は、ＳＴ２００２でサービングセルより送信されたＰＤＣＣＨを受信して自
ＵＥ宛のＰＤＳＣＨの物理リソースの割当て情報を検出し（ＳＴ２００５）、検出した割
当て情報をもとに、該ＰＤＳＣＨが割当てられている物理リソースを受信し、ＤＴＣＨ、
ＤＣＣＨを検出する（ＳＴ２００６）。この際、ＵＥ１は、サービングセルとＤＬ　Ｃｏ
ＭＰを行なう他のセルからの同じ物理リソースに割当てられたＰＤＳＣＨを受信すること
となり、受信品質が向上する。
【００９４】
　図２０（ｂ）に示すように、ＤＬ　ＣｏＭＰ非対応のその他のロジカルチャネルを送信
する場合、サービングセル（セル１）はその他のセルに対して、該ロジカルチャネルおよ
び、該ロジカルチャネルがマッピングされるＰＤＳＣＨ割当てスケジューリング情報を送
信する必要は無い。従って、サービングセルはＰＤＣＣＨにより、その他のロジカルチャ
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ネルのＰＤＳＣＨ割当て情報をＵＥ１に対して送信する（ＳＴ２００７）。サービングセ
ルはその他のロジカルチャネルのＰＤＳＣＨ割当て情報に従って、ＰＤＳＣＨを送信する
（ＳＴ２００８）。ＵＥ１は、ＳＴ２００７でサービングセルより送信されたＰＤＣＣＨ
を受信して自ＵＥ宛のＰＤＳＣＨの物理リソースの割当て情報を検出し（ＳＴ２００９）
、検出した割当て情報をもとに、該ＰＤＳＣＨが割当てられている物理リソースを受信し
、該その他のロジカルチャネルを検出する（ＳＴ２０１０）。
【００９５】
　図２０の例では、ＳＴ２００１において、ＤＬ　ＣｏＭＰ対応のロジカルチャネルを送
信する場合に、サービングセル（セル１）が、該ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨおよび、該ＤＴＣＨ
、ＤＣＣＨがマッピングされるＰＤＳＣＨ割当てスケジューリング情報をＤＬ　ＣｏＭＰ
を行なう他のセルに対して送信するのに、セル間インタフェース（Ｘ２）を用いた。
【００９６】
　セル間インタフェースに限らず、コアネットワーク側（ＭＭＥ）とセル間のインタフェ
ース（Ｓ１）、あるいは、ＭＭＥ間のインタフェースを用いても良い。例えば、図２１（
ａ）のＳＴ２１０１、ＳＴ２１０２に示すようにしても良い。まず、サービングセルから
該サービングセルを制御するＭＭＥ（ＭＭＥ１）にＳ１インタフェースを用いて、該ＤＴ
ＣＨ、ＤＣＣＨおよび、該ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨがマッピングされるＰＤＳＣＨ割当てスケ
ジューリング情報を送信する（ＳＴ２１０１）。続いて、ＭＭＥ１は、ＭＭＥ１が制御す
るＤＬ　ＣｏＭＰを行う他のセルに送信する（ＳＴ２１０２）。これにより、ＭＭＥがＤ
Ｌ　ＣｏＭＰを行なうセルを決めることが可能となり、そのような場合、例えサービング
セルがＤＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセルを認識していなくてもＤＬ　ＣｏＭＰを行なうこ
とが可能となる。
【００９７】
　また、例えば、図２１（ｂ）のＳＴ２１０３、ＳＴ２１０４、ＳＴ２１０５に示すよう
にしても良い。まず、サービングセルから該サービングセルを制御するＭＭＥ（ＭＭＥ１
）にＳ１インタフェースを用いて、該ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨおよび、該ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨ
がマッピングされるＰＤＳＣＨ割当てスケジューリング情報を送信する（ＳＴ２１０３）
。続いて、ＭＭＥ１は、ＭＭＥ間のインタフェースを用いて、ＤＬ　ＣｏＭＰを行なうセ
ルを制御するＭＭＥ２へ送信する（ＳＴ２１０４）。続いて、ＭＭＥ２が該ＤＬ　ＣｏＭ
Ｐを行う他のセルにＳ１インタフェースを用いて送信する（ＳＴ２１０５）。これにより
、ＤＬ　ＣｏＭＰを行なうセルが、それらのセルを制御するＭＭＥが異なっているような
場合にも、ＤＬ　ＣｏＭＰを行なうことが可能となる。例えば、異なるトラッキングエリ
アに属するセル間でＤＬ　ＣｏＭＰを行なうような場合に適用することで、ＤＬ　ＣｏＭ
Ｐが可能となる。これは、一般的に、トラッキングエリア毎にＭＭＥが設けられる場合が
多いためである。
【００９８】
　本実施の形態では、ＤＬ　ＣｏＭＰ対応のロジカルチャネルを送信する場合、サービン
グセル（セル１）は、ＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥ（ＵＥ１）に対してＤＴＣＨ、ＤＣＣＨ
がマッピングされるＰＤＳＣＨを送信する前に、ＤＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセルに対し
て、該ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨおよび、該ＤＴＣＨ、ＤＣＣＨがマッピングされるＰＤＳＣＨ
割当てスケジューリング情報を送信するとした（図２０（ａ）のＳＴ２００１）。これが
行なわれる前に、ＤＬ　ＣｏＭＰをする可能性のある周辺セル間で、割当て不可能（ある
いは可能であっても良い）な物理リソース情報を通知するようにしても良い。
【００９９】
　図２２（ａ）に、ＤＬ　ＣｏＭＰをする可能性のある周辺セル間で必要な物理リソース
情報を通知するシーケンス図の一例を示す。ＳＴ２２０１でＤＬ　ＣｏＭＰをする可能性
のある周辺セル間で、割当て不可能な物理リソース情報または割当て可能な物理リソース
情報を通知する。ＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥがどのセルとＤＬ　ＣｏＭＰを行なうか、セ
ルが既に認識している場合は、ＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥに対してＤＬ　ＣｏＭＰを行う
セル間のみにて、割当て不可能な物理リソース情報を通知するようにしても良い。あるい
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は、割当て可能な物理リソース情報を通知するようにしても良い。
【０１００】
　こうすることで、ＤＬ　ＣｏＭＰを行うサービングセルは、ＰＤＳＣＨのスケジューリ
ングに該情報を用いることが可能となり、他セルの物理リソース使用状況に応じてスケジ
ューリングすることが可能となる。例えば、セル２が定期的に同じ物理リソースに何らか
のＰＤＳＣＨを割当てている場合、その情報をサービングセルに送信することで、サービ
ングセルは該物理リソースにスケジューリングすることを避けて、ＤＬ　ＣｏＭＰするＰ
ＤＳＣＨをスケジューリングすることが可能となる。これにより、多地点間での協調送信
制御を容易にでき、また、再スケジューリングの発生、また、それによる制御遅延などを
防ぐことが可能となる。
【０１０１】
　他の方法として、サービングセルが、ＤＬ　ＣｏＭＰを行う可能性のあるセル、または
ＤＬ　ＣｏＭＰを行うセルに対して、割当て不可能な物理リソース情報を要求する信号を
送信しても良い。あるいは、割当て可能な物理リソース情報を要求する信号を送信しても
良い。
【０１０２】
　図２２（ｂ）に、サービングセルが割当て不可能（あるいは可能）な物理リソース情報
を要求する信号を送信するシーケンス図の一例を示す。ＳＴ２２０２で、サービングセル
からＤＬ　ＣｏＭＰを行うセルに対して、割当て不可能（あるいは可能）な物理リソース
情報を要求する信号を送信する。サービングセルから該信号を受信したセルは、サービン
グセルに対して、自セルの割当て不可能（あるいは可能）な物理リソース情報を送信する
（ＳＴ２２０３）。ＳＴ２２０２で、サービングセルからＤＬ　ＣｏＭＰを行うセルに対
して信号を送信したが、ＤＬ　ＣｏＭＰを行なうセルをまだ認識していない場合は、ＤＬ
　ＣｏＭＰを行なう可能性のあるセルに対して信号を送信するようにしても良い。こうす
ることで、ＤＬ　ＣｏＭＰを行うサービングセルは、ＰＤＳＣＨのスケジューリングに該
情報を用いることが可能となり、他セルの物理リソース使用状況に応じてスケジューリン
グすることが可能となる。また、サービングセルから物理リソースの要求信号を送信する
ので、必要に応じてＳＴ２２０２やＳＴ２２０３で示した信号が送信されることになり、
シグナリング容量の増大を防ぐことが可能となる。
【０１０３】
　これらの、割当て不可能（あるいは可能）な物理リソース情報の通知、あるいは、割当
て不可能（あるいは可能であっても良い）な物理リソース情報を要求する信号の送信は、
実施の形態１で述べたような、セル間のインタフェース（Ｘ２）、あるいは、ＭＭＥとセ
ル間のインタフェース（Ｓ１）、あるいは、ＭＭＥ間のインタフェースを用いて実施して
も良い。また、ＭＭＥを介して行い、ＭＭＥがＤＬ　ＣｏＭＰを行なう可能性のある各セ
ルの割当て不可能な物理リソース情報を保持、管理し、ＤＬ　ＣｏＭＰ対象となるＵＥの
サービングセルはＭＭＥから該情報を受信するようにしても良い。
【０１０４】
　図２２の例では、ＤＬ　ＣｏＭＰをする可能性のある周辺セル間で、割当て不可能（あ
るいは可能であっても良い）な物理リソース情報を通知するようにしたが、ＤＬ　ＣｏＭ
Ｐ用に割当て不可能な物理リソースまたは割当て可能な物理リソースをあらかじめ決めて
おいても良い。該物理リソースとして、周波数領域で決めても良いし、または時間領域で
決めても良い。周波数領域と時間領域両方を決めても良い。また、リソースブロック単位
としても良い。該物理リソースの導出方法をあらかじめ決めておいても良い。システムと
してあらかじめ決めておくと良い。これにより、ＤＬ　ＣｏＭＰを行う可能性のあるセル
またはＤＬ　ＣｏＭＰを行なうセルは、該物理リソース情報を共有することが可能となる
ため、ＳＴ２２０１、あるいは、ＳＴ２２０２、ＳＴ２２０３で行なうセル間での相互通
知が不要となり、シグナリグ量の削減が可能となる。
【０１０５】
　該物理リソースの導出方法をあらかじめ決めておく場合、導出するための入力パラメー
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タとして、セル識別子（cell-ID、PCI）を用いても良い。この場合は、ＤＬ　ＣｏＭＰを
行なう他のセルのセル識別子情報を認識するため、ＤＬ　ＣｏＭＰを行なう各セル間で相
互に通知しておけば良い。または、周辺セル情報としてＭＭＥより各セルに通知されても
良い。いずれも少ない情報量のシグナリングで該物理リソースを導出可能となる。
【０１０６】
　ＤＬ　ＣｏＭＰ用に割当て不可能な物理リソースまたは割当て可能な物理リソースは、
スタティック（static、静的）であっても良いし、セミスタティック（semi-static、準
静的）であっても良い。セミスタティックの場合、該物理リソース情報、または、該物理
リソース情報の適用時間（スタート、ストップ、有効期間など）情報等をＤＬ　ＣｏＭＰ
を行う可能性のあるセルまたはＤＬ　ＣｏＭＰを行なうセル間で相互に通知すれば良い。
セミスタティックとすることで、ＤＬ　ＣｏＭＰを行なうたびに各セル間での通知が必要
無くなるためシグナリグ量の削減が可能になるとともに、時間的に変動する電波伝搬環境
やセル傘下の移動端末数などに適切に対応できるようになる。
【０１０７】
　セミスタティックの場合の一例として、ＤＬ　ＣｏＭＰ用に割当て不可能な物理リソー
スまたは割当て可能な物理リソースを何種類かあらかじめ決めておき、どの種類を用いる
かを、該物理リソースの設定または変更の際に、ＤＬ　ＣｏＭＰを行う可能性のあるセル
またはＤＬ　ＣｏＭＰを行なうセル間で相互に通知するようにしても良い。または、ＭＭ
Ｅが各セルに通知しても良い。これにより、どの種類かを示す情報などのように、少ない
情報量の信号をセル間で通知するだけでよくなる。
【０１０８】
　上述の情報の通知方法は、実施の形態１で述べたような、セル間のインタフェース（Ｘ
２）、あるいは、ＭＭＥとセル間のインタフェース（Ｓ１）、あるいは、ＭＭＥ間のイン
タフェースを用いて実施しても良い。また、ＭＭＥを介して行い、ＭＭＥがこれらの情報
を保持、管理しても良い。ＤＬ　ＣｏＭＰ対象となるＵＥのサービングセルは該ＭＭＥか
らこれらの情報を受信するようにしても良い。
【０１０９】
　本実施の形態では、ロジカルチャネルの種類に応じてＤＬ　ＣｏＭＰを対応とするか非
対応とするかを分別することを開示したが、トランスポートチャネルの種類に応じてＤＬ
　ＣｏＭＰを対応とするか非対応とするかを分別するようにしても良い。
【０１１０】
　例えば、ＤＬ－ＳＣＨとその他のトランスポートチャネルで分別し、前者のトランスポ
ートチャネルがマッピングされるＰＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ対応とし、後者のトランス
ポートチャネルがマッピングされるＰＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とする。
【０１１１】
　このようにＤＬ　ＣｏＭＰの対応／非対応をトランスポートチャネルの種類に応じて分
別しておくことで、トランスポートチャネルの送信対象ＵＥ数に応じてＤＬ　ＣｏＭＰの
対応／非対応を設定可能となり、送信対象ＵＥ数が多い場合に生じる問題等を解消するこ
とが可能となる。また、通信方法に応じてきめ細やかにＣｏＭＰ設定を行なうことが可能
となるため、システムとしての無線リソースの使用効率を向上させることが可能となり、
従って、システムとしてのスループットを増大させることが可能となる。
【０１１２】
　セルにおける動作例として、図１９に示すＳＴ１９０６の判断をロジカルチャネルでは
なく、トランスポートチャネルで判断するようにしておけば良い。また、ＳＴ１９０７で
、サービングセルがＤＬ　ＣｏＭＰを行う他のセルへ送信する送信データを、トランスポ
ートチャネルにのるデータ単位としても良い。その場合、ＳＴ１９０８で、ＤＬ　ＣｏＭ
Ｐを行う他のセルは該トランスポートにのるデータ単位で送信されたサービングセルから
の送信データを受信する。トランスポートチャネル毎に分別することで基地局での制御が
さらに容易になるという効果、また、基地局間で送受信する情報をトランスポートチャネ
ルにのるデータ単位とすることができるため、基地局間での協調送信制御を容易にできる
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という効果、また、サービングセルからトランスポートチャネル単位のデータを受信した
基地局では、ＰＤＳＣＨへのマッピングや物理リソースへの割当て時間を短縮できるとい
う効果、が得られる。
【０１１３】
　実施の形態１　変形例１
　実施の形態１では、ロジカルチャネルの種類に応じてＤＬ　ＣｏＭＰを対応とするか非
対応とするかを分別することを開示した。しかし、同じ種類のロジカルチャネルでも、そ
れにのる情報の種類に応じて送信される対象ＵＥ数が異なる場合がある。
【０１１４】
　例えば、ＰＣＣＨにのる情報である。前述のように、ＰＣＣＨにはページングメッセー
ジがのり、ページングメッセージには、ページングに関する情報　および／または　シス
テム情報変更についての情報　および／または　ＥＴＷＳ通知についての情報などが含ま
れる。ページングに関する情報は、着呼が生じたＵＥに送信する。しかし、システム情報
変更についての情報やＥＴＷＳ通知についての情報は、システム情報が変更された場合や
ＥＴＷＳ通知が発生した場合に、セル傘下の全ＵＥに通知することになる。従って、同じ
種類のロジカルチャネルでも、それにのる情報の種類に応じて送信される対象ＵＥ数が異
なる場合がある。
【０１１５】
　ページングに関する情報は着呼が生じたＵＥに送信されるので、ＰＣＣＨをＤＬ　Ｃｏ
ＭＰ対応とすると、ＰＣＣＨにのるシステム情報の変更が生じた場合や、ＥＴＷＳ通知が
発生した場合などに、ＰＣＣＨをセル傘下の全ＵＥに一斉に通知しなければならなくなる
。ＰＣＣＨはＰＣＨにマッピングされ、ＰＤＳＣＨにマッピングされて傘下のＵＥに対し
て一斉に送信される。周辺セルにおいてもシステム情報が変更された場合やＥＴＷＳ通知
を送信しなければならないような場合に、ＰＣＣＨのマッピングされるＰＤＳＣＨをＤＬ
　ＣｏＭＰ対応とすると、ＤＬ　ＣｏＭＰするために多大な無線リソースを使用しなけれ
ばならなくなってしまい、無線リソースの使用効率が著しく低下してしまい、システムと
してのスループットが低下する問題が生じる。さらには、前述のように地震に被災したユ
ーザなど逼迫した状況にあるユーザの通話用の無線リソースの確保が不可能となってしま
う問題が発生する。
【０１１６】
　逆に、ＰＣＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とすると、ページングに関する情報については
本来受信品質を向上させることが可能なのに、できなくなってしまう、という問題が生じ
る。つまり、ページングに関する情報は、着呼が発生したＵＥに対してのみ送信されるた
め、本来はＤＬ　ＣｏＭＰを対応させても前述のような問題は生じず、ＤＬ　ＣｏＭＰ対
応可能だからである。
【０１１７】
　そこで、これらの問題を解消するため、本変形例１では、ＰＤＳＣＨにマッピングされ
る情報の種類に応じてＤＬ　ＣｏＭＰを対応するか非対応とするかを分別することを開示
する。このようにＤＬ　ＣｏＭＰの対応／非対応を情報の種類に応じて分別しておくこと
で、情報の種類毎の送信対象ＵＥ数に応じてＤＬ　ＣｏＭＰの対応／非対応を設定可能と
なる。したがって、例えば上述したような、同じ種類のロジカルチャネルでも送信対象Ｕ
Ｅ数が多い場合と少ない場合（あるいは一つのＵＥだけの場合）があるような場合にも、
それぞれのＵＥ数に応じてきめ細やかにＣｏＭＰ設定を行なうことが可能となる。また、
情報の種類毎に設定を行なうことが可能となるため、サービス毎にＤＬ　ＣｏＭＰ対応／
非対応の設定を行なうことも可能となる。このため、システムとしての無線リソースの使
用を柔軟に制御することが可能となり、無線リソースの使用効率を向上させることが可能
となる。従って、システムとしてのスループットを増大させることが可能となる。
【０１１８】
　例として、セル傘下の一つのＵＥに対して個別に送信しなければならない情報と、それ
以外の情報とで、ＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応を分別する。
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【０１１９】
　具体例として、個別UE用ユーザ情報、個別UE用制御情報、共通制御情報、ページング情
報をＣｏＭＰ対応とし、その他の情報をＣｏＭＰ非対応とする。個別ＵＥ用ユーザ情報は
ＤＴＣＨにのり、個別ＵＥ用制御情報はＤＣＣＨにのり、共通制御情報はＣＣＣＨにのり
、ＤＬ－ＳＣＨにマッピングされてさらにＰＤＳＣＨにマッピングされて送信される。ペ
ージング情報はＰＣＣＨにのり、ＰＣＨにマッピングされてさらにＰＤＳＣＨにマッピン
グされて送信される。その他の情報、例えば、報知情報、システム情報変更情報、ＥＴＷ
Ｓ通知についての情報、ＭＢＭＳ関連情報などを、ＣｏＭＰ非対応とする。報知情報はＢ
ＣＣＨにのりＤＬ－ＳＣＨにマッピングされさらにＰＤＳＣＨにマッピングされて送信さ
れる。システム情報変更情報とETWS通知についての情報はＰＣＣＨにのりＰＣＨにマッピ
ングされてさらにＰＤＳＣＨにマッピングされて送信される。ＭＢＭＳ関連情報はＭＴＣ
Ｈ、ＭＣＣＨにのりＤＬ－ＳＣＨにマッピングされてさらにＰＤＳＣＨにマッピングされ
て送信される。上記のように情報の種類ごとに分別し、個別UE用ユーザ情報、個別UE用制
御情報、共通制御情報、ページング情報がのるＰＤＳＣＨをＣｏＭＰ対応とし、その他の
情報がのるＰＤＳＣＨをＣｏＭＰ非対応とする。こうすることで、送信される情報の種類
ごと、サービス毎のＤＬ　ＣｏＭＰ対象となるＵＥ数に応じてＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対
応が分別されるため、システムとしての無線リソースの使用を柔軟に制御することが可能
となり、無線リソースの使用効率を向上させることが可能となる。従って、システムとし
てのスループットを増大させることが可能となる。
【０１２０】
　次に、動作について開示する。本変形例１では、送信される情報の種類に応じてＤＬ　
ＣｏＭＰを対応とするか非対応とするかを分別することを開示した。該送信される情報の
どの種類をＣｏＭＰ対応とするか非対応とするかは、あらかじめ決めておく（predefined
）。
【０１２１】
　例として、個別送信情報とその他の送信情報で分別し、個別送信情報がマッピングされ
るＰＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ対応とし、その他の送信情報がマッピングされるＰＤＳＣ
ＨをＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とする場合について示す。
【０１２２】
　図２３に、情報毎にＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応を分別した場合の概念図を示す。２３
０１～２３０５は、図１３の１３０１～１３０５と同様なので説明を省略する。図に示す
ように、ＰＤＳＣＨを、個別送信情報がマッピングされるＰＤＳＣＨとその他の送信情報
がマッピングされるＰＤＳＣＨに分別する。ＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥ１に対して、個別
送信情報はＤＬ　ＣｏＭＰ対応とし、該情報がマッピングされるＰＤＳＣＨは、ＤＬ　Ｃ
ｏＭＰを行なう複数のマルチポイントセル（セル１、セル２）からＵＥ１へ送信される（
２３０６、２３０７）。一方、ＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥ１に対して、その他の送信情報
はＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とし、該情報がマッピングされるＰＤＳＣＨは、サービングセル
（セル１）のみからＵＥ１へ送信される（２３０８）。
【０１２３】
　該ＵＥ１はセル１とセル２から送信された個別送信情報がマッピングされるＰＤＳＣＨ
を合成し、受信品質の向上を図ることが可能となる。一方、その他の送信情報はＤＬ　Ｃ
ｏＭＰ非対応のためＵＥ１での受信品質の向上を図ることはできないが、前述のような無
線リソースの使用効率の著しい低下がなくなる。従って、個別送信情報に対してＤＬ　Ｃ
ｏＭＰの目的である、高いデータレートのカバレッジの拡大、セルエッジでのスループッ
トの向上が図れ、さらに、その他の送信情報をＣｏＭＰ非対応とすることで無線リソース
の使用効率の低下をなくして、システムにおけるスループットの増大を図ることが可能と
なる。
【０１２４】
　サービングセルと、該セルとＤＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセルの動作については、図１
９で示したフローチャートに以下のステップの追加と変更をすれば良い。ＳＴ１９０２の
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前に、送信する情報毎に対応するロジカルチャネルに該情報をのせる処理を行うステップ
を追加する。また、ＳＴ１９０６で、ＣｏＭＰ対応ロジカルチャネルかどうかを判断する
ところを、ＣｏＭＰ対応の送信情報か否かを判断するように変更する。こうすることで、
送信する情報の種類に応じてＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応を分別して送信することが可能
となる。
【０１２５】
　ＤＬ　ＣｏＭＰ対応の送信情報と非対応の送信情報が同時に同じロジカルチャネルにの
る場合がある。このような場合のＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応をあらかじめ決めておくと
良い。例えば、このような場合、ＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とする。こうすることで、前述の
ようなＤＬ　ＣｏＭＰ対象となるＵＥ数が多い場合に生じる無線リソースの著しい低下を
防ぐことが可能となる。
【０１２６】
　別の方法として、ＤＬ　ＣｏＭＰ対応の送信情報と非対応の送信情報は、異なるロジカ
ルチャネルにのせるようにしておくと良い。同じ種類のロジカルチャネルだとしても、異
なるロジカルチャネルにのせるようにすると良い。例えば、ページング情報とシステム情
報変更情報を異なるＰＣＣＨにのせて送信するようにしておく。このようにすれば、情報
種別毎にＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応を分別することが可能となる。
【０１２７】
　また、ロジカルチャネルにのる情報種別を表す情報を設け、該ロジカルチャネルにどの
種類の送信情報がのっているか識別できるようにしておくと良い。
【０１２８】
　本変形例１のシーケンス図の一例については、実施の形態１で開示した図２０の“ＤＴ
ＣＨ、ＤＣＣＨ”を“ＣｏＭＰ対応の情報ののるロジカルチャネル”と変更し、“その他
のロジカルチャネル”を“その他の送信情報ののるロジカルチャネル”と変更すれば良い
。
【０１２９】
　実施の形態１　変形例２
　実施の形態１変形例１では、送信される情報の種類に応じてＤＬ　ＣｏＭＰを対応とす
るか非対応とするかを分別することを開示した。しかし、同じ種類の情報でも、送信対象
となるＵＥの状態に応じて、要求される受信品質が異なっていても良い。
【０１３０】
　このような目的を達成するために、本変形例２では、ＵＥの状態に応じてＤＬ　ＣｏＭ
Ｐを対応するか非対応とするかを分別することを開示する。
【０１３１】
　例として、ＵＥの状態に応じてＤＬ　ＣｏＭＰを対応するか非対応とするかを分別し、
RRC_ConnectedのＵＥへのＰＤＳＣＨはＣｏＭＰ対応とし、RRC_IdleのＵＥへのＰＤＳＣ
ＨはＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とする。
【０１３２】
　例えば、セル傘下の一つのＵＥに対して個別に送信しなければならない情報について示
す。一つのＵＥに対して個別に送信しなければならない情報のうち制御情報は、その送信
対象となるＵＥが待ち受け状態（RRC_Idle）と通話状態（RRC_Connected）の２通りが存
在する。RRC_IdleのＵＥに対して送信される制御情報は、共通制御情報で、共通制御チャ
ネル（ＣＣＣＨ）にマッピングされて送信される。一方、RRC_ConnectedのＵＥに対して
送信される制御情報は、個別ＵＥ用制御情報で、個別制御チャネル（ＤＣＣＨ）にマッピ
ングされて送信される。送信対象となるＵＥの状態に応じて要求受信品質が異なるような
場合、例えば、RRC_Connectedの状態では高い受信品質が要求され、RRC_Idleの状態では
それに比べて低い受信品質が要求されるような場合、本変形例で開示したように、この送
信対象となるＵＥの状態がRRC_Connectedの場合はＤＬ　ＣｏＭＰ対応とし、RRC_Idleの
場合はＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とする。こうすることによって、送信対象となるＵＥの状態
に応じて異なる要求受信品質を達成することが可能となる。また、ＵＥの状態に応じてＤ
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Ｌ　ＣｏＭＰの対応／非対応を分別することが可能となるため、過度な受信品質を得るた
めの不必要なＤＬ　ＣｏＭＰを行なわないようにすることが可能となり、前述のような無
線リソースの使用効率の低下を防ぐことが可能となる。
【０１３３】
　図２４に、送信対象となるＵＥの状態に応じてＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応を分別した
場合の概念図を示す。２４０１～２４０５は、図１３の１３０１～１３０５と同様なので
説明を省略する。図に示すように、送信対象となるＵＥがRRC_Connectedの状態で送信さ
れる情報がのるＰＤＳＣＨと、送信対象となるＵＥがRRC_Idleの状態で送信される情報が
のるＰＤＳＣＨとを分別する。ＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥ１に対して、送信対象となるＵ
ＥがRRC_Connectedの状態で送信される情報がのるＰＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ対応とす
る。該情報がマッピングされるＰＤＳＣＨは、ＤＬ　ＣｏＭＰを行なう複数のマルチポイ
ントセル（セル１、セル２）からＵＥ１へ送信される（２４０６、２４０７）。一方、Ｄ
Ｌ　ＣｏＭＰ対象のＵＥ１に対して、送信対象となるＵＥがRRC_Idleの状態で送信される
情報がのるＰＤＳＣＨはＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とする。該情報がマッピングされるＰＤＳ
ＣＨは、サービングセル（セル１）のみからＵＥ１へ送信される（２４０８）。
【０１３４】
　該ＵＥ１はセル１とセル２から送信されたRRC_Connectedの状態で送信される情報がの
るＰＤＳＣＨを合成し、受信品質の向上を図ることが可能となる。一方、RRC_Idleの状態
で送信される情報はＤＬ　ＣｏＭＰ非対応のためＵＥ１での受信品質の向上を図ることは
できないが、前述のような無線リソースの使用効率の著しい低下がなくなる。従って、上
述の目的のようなＵＥの状態に応じた受信品質を得ることが可能となり、ＤＬ　ＣｏＭＰ
対応のＵＥの状態では高いデータレートのカバレッジの拡大、セルエッジでのスループッ
トの向上が図れ、さらに、ＤＬ　ＣｏＭＰ非対応のＵＥの状態では無線リソースの使用効
率の低下をなくすことが可能とすることができ、結果としてシステムにおけるスループッ
トの増大を図ることが可能となる。
【０１３５】
　本変形例２における動作あるいはシーケンスは、実施の形態１の動作あるいはシーケン
スを、ＵＥの状態に応じてＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応を分別し判断するように変更した
ものである。ここでは詳細の説明は省略する。
【０１３６】
　他の例として、移動端末の対応システム（ＬＴＥ対応、ＬＴＥ－Ａ対応など）に応じて
、または移動端末の対応バージョン（リリース８対応、リリース１０対応など）に応じて
、または移動端末の能力に応じて、ＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の分別の設定が行なわれ
るようにしても良い。これにより、ＤＬ　ＣｏＭＰ対象とするＵＥの数を、対応するシス
テムやバージョン、あるいは能力によってきめ細やかに柔軟に設定可能となる。従って、
システムとしてのスループットの増大を図ることが可能となる。
【０１３７】
　実施の形態１　変形例３
　実施の形態１、その変形例１および変形例２では、ＤＬ　ＣｏＭＰを対応とするか非対
応とするかの設定は、どのセルかにかかわらず行なわれた。本変形例３では他の方法とし
て、ＤＬ　ＣｏＭＰを対応とするか非対応とするかの設定を、セル毎に行なうことを開示
する。
【０１３８】
　システムにおいて、セル毎の通信状況は異なる。例えば、傘下のＵＥ数、RRC_idleある
いはRRC_ConnectedにいるＵＥ数、ＭＢＭＳを受信しているＵＥ数などは、セル毎に異な
る。このような場合、全てのセルで同じＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の設定だと、システ
ムとして無線リソースの使用効率が低下することが考えられる。
【０１３９】
　このような問題を解消するため、本変形例３では、ＤＬ　ＣｏＭＰを対応するか非対応
とするかの分別を、セル毎に設定することを開示する。
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【０１４０】
　こうすることで、セル毎に無線リソースの使用効率を最適にできるため、システムとし
てのスループットを向上させることが可能となる。
【０１４１】
　例えば、実施の形態１で開示した、ロジカルチャネル毎にＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応
を分別する場合について示す。どのロジカルチャネルをＤＬ　ＣｏＭＰ対応とするか、非
対応とするかはセル毎に設定する。
【０１４２】
　図２５に、ＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の分別を、セル毎に設定した場合の概念図を示
す。２５０１～２５０５は図１３の１３０１～１３０５と同様なので説明を省略する。２
５１２はＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥ（ＵＥ２）である。例として、セル１では、ＤＴＣＨ
、ＤＣＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ対応としてその他のロジカルチャネルを非対応とする。セル
２ではＢＣＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ対応として、その他のロジカルチャネルを非対応とする
。
【０１４３】
　セル１をサービングセルとするＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥ１に対しては、セル１はＵＥ
１のＤＴＣＨ、ＤＣＣＨがマッピングされるＰＤＳＣＨ（２５０８）と、その他のロジカ
ルチャネルがマッピングされるＰＤＳＣＨ（２５０９）を送信する。また、セル２をサー
ビングセルとするＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥ２に対しては、セル１はセル２のＢＣＣＨが
マッピングされるＰＤＳＣＨ（２５０６）を送信する。一方、セル２は、ＵＥ１に対して
ＤＬ　ＣｏＭＰを行なうため、セル１で送信されるＤＴＣＨ、ＤＣＣＨがマッピングされ
るＰＤＳＣＨ（２５０７）を送信する。また、ＵＥ２に対しては、セル２のＢＣＣＨがマ
ッピングされるＰＤＳＣＨ（２５１１）、その他のロジカルチャネルがマッピングされる
ＰＤＳＣＨ（２５１０）を送信する。セル１をサービングセルとするＵＥ１はセル１とセ
ル２からＤＴＣＨ、ＤＣＣＨのマッピングされたＰＤＳＣＨを受信することで該チャネル
の受信品質を向上させることが可能となる。一方、セル２をサービングセルとするＵＥ２
はセル１とセル２からＢＣＣＨのマッピングされたＰＤＳＣＨを受信することで該チャネ
ルの受信品質を向上させることが可能となる。
【０１４４】
　このように、ひとつあるいはいくつかのセル（ここではセル２）限定で報知情報ののる
ＢＣＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ対応とし、その他のセル（ここではセル１）で報知情報ののる
ＢＣＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とすることで、前述のような全てのセルで報知情報のの
るＰＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰした場合に生じる物理リソースの使用効率の著しい低下や
システムとしてのスループットの低下を抑えることが可能となる。
【０１４５】
　また、例えば、あるセル（ここではセル２）のセルエッジでの報知情報の受信品質やス
ループットが何らかの原因で悪い場合など、該セルだけに所望のロジカルチャネルをＤＬ
　ＣｏＭＰ対応とすることで、システム全体のスループットに大きな影響を与えることな
く、該セルにおけるセルエッジでの受信品質やスループットを向上させることが可能とな
る。
【０１４６】
　ここでは、ロジカルチャネルの場合について示したが、ロジカルチャネルにかぎらず、
例えば情報の種別や、ＵＥの状態であっても良く、またその組合せでもよく、それらを、
ＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応をセル毎に設定するようにすれば良い。
【０１４７】
　こうすることで、システムの各セルの状況に応じて柔軟にＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応
の分別を行なうことが可能となり、システム全体としてのスループットの向上や、個別の
セルの受信品質やスループットの向上を図ることが可能となる。
【０１４８】
　他の例として、セルのシステム帯域幅に応じて、セル毎にＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応
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の分別の設定が行なわれるようにしても良い。システム帯域幅が広帯域であればそれだけ
物理リソースも大きくなる。狭帯域であれば物理リソースも小さい。従って、例えば、広
帯域なシステム帯域幅を有するセルではＰＤＳＣＨ全てをＤＬ　ＣｏＭＰ対応とするよう
にして、狭帯域のシステム帯域幅を有するセルではＤＬ　ＣｏＭＰ対象となるＵＥ数が少
ないロジカルチャネルあるいは情報がマッピングされるＰＤＳＣＨのみをＤＬ　ＣｏＭＰ
対応としてその他のＰＤＳＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ非対応とするように設定すると良い。
【０１４９】
　こうすることで、セルの有する物理リソースに応じて、ＤＬ　ＣｏＭＰに必要となる物
理リソースを設定することができるので、物理リソースの使用効率の著しい低下を生じる
ことなく、システムとしてのスループットを向上させることが可能となる。
【０１５０】
　ＬＴＥ－Ａでは、新技術として、より広い帯域をサポートする技術（Wider bandwidth 
extension）が検討されている。より広い帯域をサポートするため、複数の周波数軸にお
いて分離した帯域を集める（アグリゲーション）方法が提案されている。該分離された一
つ一つの帯域はコンポーネントキャリアと呼ばれる。上記では、セルのシステム帯域幅に
応じてセル毎にＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の分別の設定が行なわれるようにしても良い
ことを示したが、その他の例として、該コンポーネントキャリア毎に、ＤＬ　ＣｏＭＰ対
応／非対応の分別の設定が行なわれるようにしても良い。こうすることで、同等の効果が
得られるだけでなく、周波数によって異なる電波伝搬環境に応じた、ＤＬ　ＣｏＭＰ対応
／非対応の分別の設定が可能となるため、Wider bandwidth extensionの際にさらに効率
的な無線リソースの使用が可能となり、コンポーネントキャリアをアグリゲーションした
セルのスループットの向上が図れることになる。
【０１５１】
　他の例として、セルの対応システム（ＬＴＥ対応、ＬＴＥ－Ａ対応など）に応じて、あ
るいはセルの対応バージョン（リリース８対応、リリース１０対応など）に応じて、セル
毎にＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の分別の設定が行なわれるようにしても良い。これによ
り、ＤＬ　ＣｏＭＰ対象とするＵＥの数を、対応するシステムやバージョンによってきめ
細やかに柔軟に設定可能となる。従って、システムとしてのスループットの増大を図るこ
とが可能となる。
【０１５２】
　実施の形態１　変形例４
　実施の形態１、その変形例１～変形例３では、ＤＬ　ＣｏＭＰを対応とするか非対応と
するかの設定は、あらかじめ決めておくようにした。本変形例４では、ＤＬ　ＣｏＭＰを
対応とするか非対応とするかの設定を、セミスタティック（semi-static、準静的）に行
なうことを開示する。
【０１５３】
　システムのおける通信状況はセル毎に異なるだけでなく、時間によっても異なる。例え
ば、傘下のＵＥ数、RRC_idleあるいはRRC_ConnectedにいるＵＥ数、ＭＢＭＳを受信して
いるＵＥ数などは、時間によって異なる。このような場合、いつも（static、静的）同じ
ＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の設定だと、システムとして無線リソースの使用効率が低下
することが考えられる。
【０１５４】
　このような問題を解消するため、本変形例４では、ＤＬ　ＣｏＭＰを対応するか非対応
とするかの分別を、セミスタティック（semi-static、準静的）に行なうことを開示する
。
【０１５５】
　こうすることで、時間に応じて無線リソースの使用効率を最適にできるため、システム
としてのスループットを向上させることが可能となる。
【０１５６】
　図２６に、ＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の分別の設定を、セミスタティックに行なう場
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合の設定手順の一例を示す。図２６（a）はセルが決定する場合、図２６（ｂ）はコアネ
ットワーク側（MME）が決定する場合について示している。図２６（ａ）について説明す
る。ＳＴ２６０１で、設置時あるいはリセット時などに初期設定として、セルはＤＬ　Ｃ
ｏＭＰ対応／非対応の分別の初期設定を行なう。この初期設定はあらかじめ決めておいて
も良い。ＳＴ２６０２でセルは自セルの状況、例えば負荷状況を測定する。負荷状況とし
て例えば傘下のＵＥ数　および／または　RRC_idleあるいはRRC_ConnectedにいるＵＥ数
　および／または　ＭＢＭＳを受信しているＵＥ数などがある。ＳＴ２６０３で、セルは
、自セルの負荷状況の測定結果を用いてＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の分別の設定を導出
する。ＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の分別の設定として、例えば、実施の形態１およびそ
の変形例１～変形例３で開示した、ロジカルチャネルの種類毎に分別する設定、情報種類
毎に分別する設定などがある。自セルの負荷状況の測定結果を用いることによって、その
時点での最適な設定を行なうことが可能となる。ＳＴ２６０４で、セルは、導出したＤＬ
　ＣｏＭＰ対応／非対応の分別の設定に、現設定を変更するかどうか判断する。変更しな
い場合、現設定を変更せず、ＳＴ２６０２に移行し再度自セルの負荷状況を測定する。Ｓ
Ｔ２６０４で、変更すると判断した場合、ＳＴ２６０５で、セルは、現設定を、導出した
ＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の分別の設定に変更する。変更後、ＳＴ２６０２に移行し再
度自セルの負荷状況を測定する。
【０１５７】
　ＳＴ２６０２の負荷状況の測定は、周期的に行なうようにしても良い。あるいは、任意
のタイミングで行なうようにしても良い。また、負荷状況の測定結果に対してある閾値を
設けて、ＳＴ２６０２からＳＴ２６０３への移行が該閾値を超えた場合に行なわれるよう
にしても良い。また、同様に、負荷状況の測定結果に対して、設定を変更するか否かのあ
る閾値を設けて、ＳＴ２６０４での判断が、該閾値を超えた場合に行なわれるようにして
も良い。
【０１５８】
　このようにすることで、刻々と変化するセルの負荷状況に応じてＤＬ　ＣｏＭＰ対応／
非対応の分別の設定を変更させることが可能となるため、時間に応じて無線リソースの使
用効率を最適にでき、システムとしてのスループットを向上させることが可能となる。
【０１５９】
　次に、図２６（ｂ）のコアネットワーク側（MME）が決定する場合について説明する。
ＳＴ２６０６で、コアネットワーク側（ＭＭＥ）が、セル設置時あるいはリセット時など
にＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の分別の初期設定を行なう。この初期設定はあらかじめ決
めておくと良い。ＳＴ２６０７でＭＭＥは該初期設定を該セルに通知する。該セルはＳＴ
２６０８で受信し、ＳＴ２６０９で該初期値を自セル用のＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の
分別の初期設定とする。
【０１６０】
　ＳＴ２６１１で、セルは、自セルの負荷状況を測定する。負荷状況の測定は、周期的に
行なうようにしても良いし、任意のタイミングで行なうようにしても良い。あるいは、Ｍ
ＭＥからセルに負荷状況測定要求を送信するようにしても良い。
【０１６１】
　自セルの負荷状況を測定したセルは、ＳＴ２６１３で、該測定結果をＭＭＥに送信する
。ＳＴ２６１０で各セルから該測定結果を受信したＭＭＥは、ＳＴ２６１２で、各セル毎
のＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の分別の設定を導出する。ＳＴ２６１４で、ＭＭＥは、導
出したＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の分別の設定に、現設定を変更するかどうか判断する
。変更しない場合、現設定を変更せず、ＳＴ２６１０に移行し再度各セルの負荷状況を受
信する。ＳＴ２６１４で、変更すると判断した場合、ＳＴ２６１６で、ＭＭＥは、現設定
を、導出したセル毎のＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の分別の設定に変更する。変更後、Ｓ
Ｔ２６１８で、ＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の分別の設定を、対応する各セルに対して送
信する。ＳＴ２６１５で該設定を受信した各セルは、ＳＴ２６１７で自セルのＤＬ　Ｃｏ
ＭＰ対応／非対応の分別の設定の変更を行なう。
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【０１６２】
　その後ＭＭＥは再び各セルからの負荷状況の受信に戻り、各セルは自セルの負荷状況の
測定に戻る。
【０１６３】
　また、負荷状況の測定結果に対してある閾値を設けて、ＳＴ２６１３で各セルがＭＭＥ
に対して負荷状況を送信するか否かの閾値としても良い。また、ＭＭＥにおけるＳＴ２６
１０からＳＴ２６１２への移行が該閾値を超えた場合に行なわれるようにしても良い。ま
た、負荷状況の測定結果に対して、設定を変更するか否かのある閾値を設けて、ＳＴ２６
１４での判断が、該閾値を超えた場合に行なわれるようにしても良い。
【０１６４】
　ＭＭＥは設定をセル毎でなく、ＭＭＥが制御するセル全てで同じ設定としても良い。こ
うすることによって、セル毎に異なった制御を行なわなくて済むため、システムとしての
ＤＬ　ＣｏＭＰ制御が簡易になる効果が得られる。
【０１６５】
　このようにすることで、刻々と変化するセルの負荷状況に応じてＤＬ　ＣｏＭＰ対応／
非対応の分別の設定を変更させることが可能となるため、時間に応じて無線リソースの使
用効率を最適にでき、システムとしてのスループットを向上させることが可能となる。
【０１６６】
　また、ＭＭＥで、各セルの設定を変更させることが可能となるため、システムとして最
適な設定を行なうことが可能となり、従って、システムとしてのスループットの向上をさ
らに図ることが可能となる効果が得られる。
【０１６７】
　実施の形態１およびその変形例１～実施の形態１変形例４で、ＤＬ　ＣｏＭＰ対応／非
対応の分別をいろいろな場合に応じて設定することで、システムとしてのスループットを
増大させることが可能となることを示した。
【０１６８】
　しかし、ＤＬ　ＣｏＭＰ非対応に分別された場合でも、一時的に、セルカバレッジの増
大やセルエッジでの受信品質の向上、スループットの向上を図りたい場合が生じる。その
ような場合、実施の形態１変形例４で開示した、ＤＬ　ＣｏＭＰを対応とするか非対応と
するかの設定を、セミスタティックに行なうようにすれば良いことを示したが、その他の
方法として、次の方法を開示する。ＤＬ　ＣｏＭＰ非対応と設定した情報のうち、一時的
にＤＬ　ＣｏＭＰを行う必要のある情報を、ＤＬ　ＣｏＭＰ対応のロジカルチャネルにの
せて送信する。こうすることで、該ロジカルチャネルのマッピングされるＰＤＳＣＨはＤ
Ｌ　ＣｏＭＰが行われるため、該情報はＤＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥにおいてＤＬ　ＣｏＭ
Ｐが行なわれ、該情報の受信品質を向上させることが可能となる。これにより、ＤＬ　Ｃ
ｏＭＰ非対応と設定された情報だとしても、一時的に該情報のセルカバレッジの増大やセ
ルエッジでの受信品質の向上、スループットの向上が図れることになる。ＤＬ　ＣｏＭＰ
を対応とするか非対応とするかの設定をセミスタティックに行なう場合に比べ、あるセル
全体の設定を変更する必要は無く、必要な情報のみ、一時的にＤＬ　ＣｏＭＰ対応とする
ことが可能となる。これにより、セルの状況やシステムの状況に応じてさらに柔軟に、シ
ステムとしてのスループットの向上が図れる。
【０１６９】
　例えば、ＰＣＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ非対応としていて、ＤＣＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ対応
としている場合、ページングメッセージにのるＥＴＷＳ通知についての情報を、ＥＴＷＳ
発生時一時的にＤＬ　ＣｏＭＰ対応にするため、ＤＣＣＨにのせてＰＤＳＣＨにマッピン
グして送信するようにする。こうすることで、ＤＣＣＨにのせられたＥＴＷＳ通知につい
ての情報はセルエッジに位置するＵＥにＤＬ　ＣｏＭＰされることとなり、ＥＴＷＳ通知
についての情報に対してセルカバレッジの増大やセルエッジでの受信品質の向上、スルー
プットの向上を図れることになる。ＥＴＷＳ通知についての情報は、携帯電話ユーザにと
って、受信できないと生死にかかわるような重要な情報である。従って、ここで開示した
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方法を用いてＤＬ　ＣｏＭＰ対応とすることは有効である。
【０１７０】
　その他にも、例えば、ＰＣＣＨをＤＬ　ＣｏＭＰ非対応としていて、ＤＣＣＨをＤＬ　
ＣｏＭＰ対応としている場合、ページングメッセージにのるシステム情報変更情報を、シ
ステム情報変更時一時的にＤＬ　ＣｏＭＰ対応とするため、ＤＣＣＨにのせてＰＤＳＣＨ
にマッピングして送信するようにする。こうすることで、ＤＣＣＨにのせられたシステム
情報変更情報はセルエッジに位置するＵＥにＤＬ　ＣｏＭＰされることとなり、システム
情報変更情報に対してセルカバレッジの増大やセルエッジでの受信品質の向上、スループ
ットの向上を図れることになる。システム情報変更情報は携帯電話ユーザにとって受信で
きないと該セルと通信ができなくなってしまう重要な情報である。従って、ここで開示し
た方法を用いてＤＬ　ＣｏＭＰ対応とすることは有効である。
【０１７１】
　実施の形態１およびその変形例１～変形例４で開示したことは、それぞれ単独で用いら
れる必要はなく、組合せて用いても良い。システムとしてより良い組合せで設定を可能と
し、通信負荷に対する柔軟なシステム設計を可能とし、従って、システムとしてのスルー
プットを向上させることができる。
【０１７２】
　実施の形態１およびその変形例１～変形例４は、ＤＬ　ＣｏＭＰの場合について示した
が、ＤＬ　ＣｏＭＰに限らずＵＬ　ＣｏＭＰの場合にも適用することができる。ロジカル
チャネルに応じてＵＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応を分別しても良いし、情報の種類に応じて
ＵＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応を分別しても良いし、ＵＥの状態に応じてＵＬ　ＣｏＭＰ対
応／非対応を分別しても良いし、ＵＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の設定をセル毎に行なって
も良いし、ＵＬ　ＣｏＭＰ対応／非対応の設定をsemi-staticに行なっても良い。
【０１７３】
　これにより、ＤＬと同様に、ＵＬにおいても、システムとしての無線リソースの使用効
率を向上させることが可能となり、従って、システムとしてのスループットを増大させる
ことが可能となる。
【０１７４】
　実施の形態２
　ＬＴＥ－Ａ用の新技術としてＵＬ　ＣｏＭＰが検討されている。前述のように、ＵＬ　
ＣｏＭＰでは、一つの移動端末（ＵＥ）からの上りデータを多地点（マルチポイント）間
で協調して受信する。マルチポイントで受信したデータを合成することによって、ＵＥか
らの上り受信品質の向上を図る。図２７にＵＬ　ＣｏＭＰの概念図を示す。マルチポイン
トユニット１（Unit1）２７０１およびマルチポイントユニット２（Unit2）２７０２は、
ＵＬ　ＣｏＭＰすなわち上り多地点協調受信を行なうユニットである。２７０４はＵｎｉ
ｔ１によって構成されるセル、２７０５はＵｎｉｔ２によって構成されるセルである。２
７０３はＵＬ　ＣｏＭＰ対象の移動端末（UE1）である。ＵＬ　ＣｏＭＰでは、ある一つ
のＵＥから送信されたＰＵＳＣＨを、複数のマルチポイントセルが受信する。すなわち、
セル１とセル２に対して該ＵＥ１から同じＰＵＳＣＨが送信される（２７０８、２７０９
）。セル１とセル２は該ＵＥ１から送信されたＰＵＳＣＨを合成し、該ＵＥからの上りデ
ータの受信品質の向上を図ることが可能となる。ＵＬ　ＣｏＭＰの目的の、高いデータレ
ートのカバレッジの拡大、セルエッジでのスループットの向上、システムスループットの
増大を図ることが可能となる。
【０１７５】
　ＰＵＳＣＨの物理リソース（リソースブロック）への割当て情報、例えば周波数－時間
領域における割当て情報などは、下り物理チャネルであるＰＤＣＣＨによってＵＥに送信
される。一般に、各セルは個別にスケジューリング機能を有するＭＡＣを持つ。よって、
各セルで異なるスケジューリングが行なわれ、各セルからのＰＤＣＣＨによって各セルで
異なるＰＵＳＣＨの物理リソース割当情報が送信される。しかし、ＵＬ　ＣｏＭＰを行な
うためには、各ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう各セル間で、該ＵＥからの上りＰＵＳＣＨの受信



(35) JP 2014-150555 A 2014.8.21

10

20

30

40

50

タイミングをある範囲内に収める必要がある。これは、各セルが受信した該ＵＥからのＰ
ＵＳＣＨをセル間で合成しなければならないためである。各セルが受信するまで待ってか
ら合成するようになるため、もし受信タイミングが大きく異なるような場合、送受信間で
大きな遅延が生じてしまう。
【０１７６】
　このため、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう各セルは、ＵＬ　ＣｏＭＰ対象のあるＵＥに対して
、ＰＵＳＣＨの物理リソースがある時間範囲内となるように、各セル間で調整してスケジ
ューリング割当を行なうようにする。各セル間で調整されたＰＵＳＣＨの物理リソース割
当の情報を、各セルからのＰＤＣＣＨ（図２７では２７０７、２７０６）によって受信し
たＵＥは、各セルに対して、それらの物理リソースに同じＰＵＳＣＨをマッピングして送
信する。こうすることで、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なうことが可能となる。
【０１７７】
　図２８のＳＴ２８０１～ＳＴ２８１０に、ＵＬ　ＣｏＭＰを行う場合のシーケンス図の
一例を示す。セル１とセル２は、上記の方法でＵＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥ（ＵＥ１）への
ＰＵＳＣＨの物理リソーススケジューリングのタイミング調整を行ない、それぞれ、ＰＤ
ＣＣＨによって、ＰＵＳＣＨ割当て情報を送信する（ＳＴ２８０１、ＳＴ２８０２）。Ｓ
Ｔ２８０３で、ＵＥ１は、セル１から受信したＰＵＳＣＨの割当て情報に従って物理リソ
ースへＰＵＳＣＨを割当て、ＳＴ２８０４で該ＰＵＳＣＨを送信する。同様に、ＳＴ２８
０５でセル２から受信したＰＵＳＣＨの割当て情報に従って物理リソースへセル１に送信
したＰＵＳＣＨと同じＰＵＳＣＨを割当て、ＳＴ２８０６で該ＰＵＳＣＨを送信する。Ｓ
Ｔ２８０７、ＳＴ２８０８で、セル１、セル２は各々、ＵＥ１からのＰＵＳＣＨを受信す
る。ＳＴ２８０９で、セル２はＵＥ１から受信した情報をセル１に送信する。ＳＴ２８１
０でセル１は、セル1とセル2のＵＥ１からの受信情報を合成する。これにより、ＵＥ１か
らの受信品質を向上させることが可能となる。
【０１７８】
　しかし、上記のような方法とした場合、あらかじめセル１とセル２とでＰＵＳＣＨを割
当てる物理リソースのタイミングを調整してスケジューリングしなければならず、該ＰＵ
ＳＣＨの割当て情報を各々のセルからＰＤＣＣＨにてＵＥ１に送信しなければならない。
ＵＥ１は、同じＰＵＳＣＨを、各々のセルに対して各々のセルからのＰＵＳＣＨの割当て
情報に従って物理リソースに割当てねばならない。これは、同じＰＵＳＣＨを重複して物
理リソースに割当てることになり、上り無線リソースの使用効率低下につながる。これは
また、ＵＥの送信電力も増大することになり、消費電力の増大が生じてしまう。
【０１７９】
　本実施の形態では、この問題を解消するため、ＵＬ　ＣｏＭＰを行う各セルは、ＵＬ　
ＣｏＭＰ対象となるＵＥに対して、同じＰＵＳＣＨの物理リソース割当ての情報を送信す
ることを開示する。これにより、ＵＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥは、該各セルからのＰＤＣＣ
Ｈによって送信される同一のＰＵＳＣＨ物理リソース割当て情報を受信することになる。
ＵＥは、同じ上り送信データを各セルへ送信するＰＵＳＣＨにのせ、受信した該ＰＵＳＣ
Ｈ物理リソース割当て情報に従って、該ＰＵＳＣＨを物理リソースへ割当て、各セルに送
信することになる。この場合の概念図は図２７と同じである。シーケンス図は、図２８Ｓ
Ｔ２８０１～ＳＴ２８１０となるが、図２８のＳＴ２８０１、ＳＴ２８０２で各セルから
送信されるＰＵＳＣＨ割当情報が各セルで同じとなり、従って、ＳＴ２８０３、ＳＴ２８
０５でＵＥは、同じ物理リソースに各セルへのＰＵＳＣＨを割当てることとなり、従って
、ＳＴ２８０４、ＳＴ２８０６でＵＥは、同じ物理リソースで各セルへのＰＵＳＣＨを送
信することになる。
【０１８０】
　この場合、ＵＬ　ＣｏＭＰを行うセル間で、あらかじめ、ＰＵＳＣＨの物理リソース割
当て情報を共有しておく必要がある。このため、ＳＴ２８０１あるいはＳＴ２８０１を行
う前に、該ＰＵＳＣＨの物理リソース割当て情報をセル間で相互に通知しておくとよい。
該ＰＵＳＣＨの物理リソース割当ては、サービングセルが行い、サービングセルからＵＬ
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　ＣｏＭＰを行う他のセルに通知するようにしておいても良い。これらの通知は、実施の
形態１で述べたような、セル間のインタフェース（Ｘ２）、あるいは、ＭＭＥとセル間の
インタフェース（Ｓ１）、あるいは、ＭＭＥ間のインタフェースを用いて実施しても良い
。
【０１８１】
　こうすることにより、ＵＥは、ＵＬ　ＣｏＭＰを行う各セルに対して、同じ物理リソー
スでＰＵＳＣＨを送信することになるので、一つのＰＵＳＣＨに対して使用する上り物理
リソースは一つですむため、無線リソースの使用効率の低下を無くすことが可能となる。
また、同時に複数の物理リソースで送信することが無くなるため、ＵＥの送信電力の増大
も抑制でき、消費電力の増大を抑制できる、という効果が生じる。
【０１８２】
　また、ＵＬ　ＣｏＭＰを行う全てのセルのＰＤＣＣＨによるＰＵＳＣＨ割当て情報を受
信することなく、どれか一つのセルからのＰＵＳＣＨ割当て情報を受信すれば良くなる。
逆に、複数のセルから受信することで、該情報の受信品質を向上することができるという
効果が得られる。
【０１８３】
　しかし、上記のような方法とした場合、あらかじめセル１とセル２とでＰＵＳＣＨを割
当てる物理リソースのタイミングを調整してスケジューリングしなければならず、該ＰＵ
ＳＣＨの割当て情報を各々のセルからＰＤＣＣＨにてＵＥ１に送信しなければならない。
これは、ＵＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥに対して二つのセルからＰＤＣＣＨを送信しなければ
ならないため、シグナリング容量の増大を生じさせる。また、ＵＥも二つのセルからのＰ
ＤＣＣＨを受信しなくてはならず、ＵＥの受信回路規模の増大、消費電力の増大を生じさ
せる。
【０１８４】
　ここでは、前述の、上り無線リソースの使用効率低下やＵＥの消費電力の増大という問
題に加えて、これらの問題を解消するため、ＵＬ　ＣｏＭＰの際のＰＵＳＣＨのスケジュ
ーリング割当てはひとつのセルから行なうことを開示する。ＵＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥは
、該1つのセルからのＰＵＳＣＨの割当て情報に従う。該１つのセルとして、ＵＬ　Ｃｏ
ＭＰ対象のＵＥのサービングセルとするのが良い。これにより、該ＵＥは自ＵＥがＵＬ　
ＣｏＭＰの対象となっているか否かを認識する必要が無く、サービングセルのみのＰＤＣ
ＣＨを受信すれば良いことになる。このため、ＵＥにおけるＵＬ　ＣｏＭＰのための制御
が容易になり、ＵＥの制御回路規模の増大を抑えることができ、さらには、ＵＬ　ＣｏＭ
Ｐのための消費電力の増大も抑えることが可能となる。
【０１８５】
　図２９に、ＵＬ　ＣｏＭＰの際に１つのセルからＰＵＳＣＨの割当て情報を送信する方
法の概念図を示す。２９０１～２９０５は図２７の２７０１～２７０５と同様なので説明
を省略する。２９０６はＰＵＳＣＨ割当て情報ののったＰＤＣＣＨで、セル１からＵＥ１
へ送信される。２９０７は該ＰＵＳＣＨ割当て情報に従って物理リソースに割当てられた
ＰＵＳＣＨで、ＵＥ１から送信される。ここで、ＵＥ１はセル２に対して特にＰＵＳＣＨ
を送信する必要は無く、セル２が該ＵＥ１から送信されたＰＵＳＣＨを受信するようにし
ておけば良い（２９０８）。セル１とセル２は該ＵＥ１から送信されたＰＵＳＣＨを合成
し、該ＵＥからの上りデータの受信品質の向上を図ることが可能となる。ＵＬ　ＣｏＭＰ
の目的の、高いデータレートのカバレッジの拡大、セルエッジでのスループットの向上、
システムスループットの増大を図ることが可能となる。
【０１８６】
　図３０のＳＴ３００１～ＳＴ３０１０に、ＵＬ　ＣｏＭＰの際に１つのセルからＰＵＳ
ＣＨの割当て情報を送信する方法のシーケンス図の一例を示す。ＵＬ　ＣｏＭＰの対象と
なるＵＥ（ＵＥ１）のサービングセルをセル１とし、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なうセルをセル
２とする。セル１はＵＥ１へのＰＵＳＣＨの物理リソースへのスケジューリングを行い、
該ＰＵＳＣＨの割当て情報をセル２へ送信する（ＳＴ３００１）。ＳＴ３００２でセル１
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は、ＵＥ１に対してＰＤＣＣＨを用いてＰＵＳＣＨ割当て情報を送信する。ＳＴ３００３
でＵＥ１はセル１からのＰＤＣＣＨを受信し、ＳＴ３００４でセル１から受信したＰＵＳ
ＣＨの割当て情報により物理リソースへの割当を行ない、ＳＴ３００５でＵＥ１はＰＵＳ
ＣＨを送信する。ここで、ＵＥ１はセル１に対してＰＵＳＣＨを送信するが、セル１もセ
ル２も該ＵＥ１から送信されたＰＵＳＣＨを受信するようにしておく（ＳＴ３００６）。
ＳＴ３００７でセル１はＵＥ１からのＰＵＳＣＨを受信する。ＳＴ３００８で、セル２で
もＵＥ１からのＰＵＳＣＨを受信する。この際、セル２はＳＴ３００１でセル１から受信
したＵＥ１へのＰＵＳＣＨ割当て情報にもとづいて、ＵＥ１からのＰＵＳＣＨを受信する
ようにしておけば良い。ＳＴ３００９で、セル２はＵＥ１から受信した情報をセル１に送
信する。ＳＴ３０１０でセル１は、セル1とセル2のＵＥ１からの受信情報を合成する。こ
れにより、ＵＥ１からの受信品質を向上させることが可能となる。
【０１８７】
　本実施の形態で開示した方法を用いることで、ＵＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥに対して二つ
のセルからＰＤＣＣＨを送信しなくてすみ、シグナリング容量の増大を無くすことが可能
となる。また、ＵＥ１が二つのセルに対して同じＰＵＳＣＨを重複して物理リソースに割
当てる必要が無くなるため、上り無線リソースの使用効率の低下を無くすことが可能とな
る。さらに、これにより、ＵＥの送信電力の増大や消費電力の増大も無くすことが可能と
なる。そして、ＵＬ　ＣｏＭＰの目的の、高いデータレートのカバレッジの拡大、セルエ
ッジでのスループットの向上、システムスループットの増大を図ることが可能となる。
【０１８８】
　ＵＥがＵＬ　ＣｏＭＰを行なう全セルからＰＵＳＣＨの物理リソースの割当て情報を受
信しなくて済むことを説明したが、それだけでなく、サービングセルの他のセルのスクラ
ンブリングコードやセルにおける移動端末の識別子（ＵＥ－ＩＤ、Ｃ－ＲＮＴＩ）をＵＬ
　ＣｏＭＰのために受信しなくても良い。ＵＥにおけるＵＬ　ＣｏＭＰの際の制御がさら
に容易にできる効果がある。
【０１８９】
　ＳＴ３００１で、ＰＵＳＣＨの割当を行なうセル（この例ではサービングセル、セル１
）はＣｏＭＰを行う他のセル（この例ではセル２）へ、ＰＵＳＣＨの割当て情報を送信す
ることを示したが、その他に、ＵＥからのＰＵＳＣＨをデコードするのに必要な情報を通
知しても良い。例えば、セル１で用いている移動端末識別子（UE-ID、C-RNTI）　および
／または　セル１で用いているＵＥ毎のスクランブリングコードなどがある。これらの情
報の通知は、セル間インタフェース（X2）を用いても良いし、セルとコアネットワーク（
ＭＭＥ）間インタフェース（S1）を用いて行っても良い。ＭＭＥを介して行っても良い。
これにより、セル２はＵＥ１からのＰＵＳＣＨを、受信およびデコード可能となる。従っ
て、デコード後の情報をセル１に送信することで、セル１はデコード後の情報により合成
を行なうことが可能となる。
【０１９０】
　セル１で用いている移動端末識別子（UE-ID、C-RNTI）　および／または　セル１で用
いているＵＥ毎のスクランブリングコードなどをセル１からセル２へ送信することを開示
したが、その他の方法として、ＵＬ　ＣｏＭＰ対象となるＵＥが使用する移動端末識別子
（UE-ID、C-RNTI）　および／または　ＵＥ毎のスクランブリングコードなどをあらかじ
め決めておいても良い。その他にも、それらの情報の導出方法をあらかじめ決めておいて
、該導出方法をセルとＵＥで共有することによって、セル、ＵＥ各々で同じ結果を導出で
きるようにしておけば良い。導出に用いる入力パラメータとしては、移動端末識別子（Ｉ
ＭＳＩ）などがある。これにより、ＰＵＳＣＨの割当を行うセルからＣｏＭＰを行う他の
セルへ、ＰＵＳＣＨをデコードするのに必要な情報を通知する必要がなくなり、セル間（
Ｘ２）あるいはセルとコアネットワーク（ＭＭＥ）間（Ｓ１）で生じるシグナリング量を
削減することが可能となる。
【０１９１】
　上述の例では、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセルからのＵＬ　ＣｏＭＰ対象となるＵＥ
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へのＰＤＣＣＨについては言及しておらず、送信してもしなくても良かった。ＵＬ　Ｃｏ
ＭＰを行なう他のセルからのＵＬ　ＣｏＭＰ対象となるＵＥへのＰＤＣＣＨは送信しない
ようにしても良い。これにより、該他のセルは該ＵＥに移動端末識別子（ＵＥ－ＩＤ、C-
RNTI）を割当てる必要がなくなり、その他のＵＥに用いることが可能となり、識別子を無
駄に使用することが無くなる。また、該ＵＥにＰＤＣＣＨを送信しないことでＰＤＣＣＨ
用の物理リソースの無駄な使用を無くすことが可能となる。
【０１９２】
　ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセル（セル２）は、セル１から通知されたＵＬ　ＣｏＭＰ
対象となるＵＥへの上り物理リソースを、セル２をサービングセルとする他のＵＥに対し
て割当てないようにしても良い。こうすることで、ＵＬ　ＣｏＭＰ対象となるＵＥ１から
のＰＵＳＣＨと同じ周波数、時間領域で他のＵＥから送信されることがなくなるため、Ｕ
Ｅ１のＰＵＳＣＨに対する干渉が無くなり、セル２での受信品質が向上する。これにより
、合成後の受信品質はさらに向上することになり、さらに高いデータレートのカバレッジ
の拡大、セルエッジでのスループットの向上、システムスループットの増大を図ることが
可能となる。
【０１９３】
　逆に、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセル（セル２）は、セル１から通知されたＵＬ　Ｃ
ｏＭＰ対象となるＵＥへの上り物理リソースを、セル２をサービングセルとする他のＵＥ
に対して割当てを許可するようにしても良い。ＵＥのＰＤＳＣＨに、ＵＥ毎のスクランブ
リングコードを乗じるようにしておくことで、セルはどのＵＥから送信されたのかを検出
することができる。こうすることで、例えば、セル２傘下のセル中心に位置するＵＥに、
ＵＥ１のＰＵＳＣＨと同じ物理リソースを割当てる、など、ＰＵＳＣＨの物理リソースの
利用効率の向上が図れる。
【０１９４】
　実施の形態３
　一般に、各セルは個別にスケジューリング機能を有するＭＡＣを持つ。また、ＭＡＣは
ＵＥに対してＨＡＲＱを行なう。そのようなセル間でＵＬ　ＣｏＭＰが行なわれる場合、
セル毎に一つのＭＡＣが構成され、該ＭＡＣによりセル毎にＨＡＲＱが行なわれる。上り
（ＵＬ、Ｕｐｌｉｎｋ）のＨＡＲＱはＰＤＣＣＨとＰＨＩＣＨを用いて以下に示す方法で
行なわれる（非特許文献１）。ＰＨＩＣＨでＡｃｋ／Ｎａｃｋが送信される。ＵＥへのＰ
ＤＣＣＨがある場合は、ＰＨＩＣＨの内容にかかわらず、該ＵＥは該ＰＤＣＣＨの初送要
求あるいは再送要求に従う。この場合、物理リソースの割当ては該ＰＤＣＣＨに従う。Ｕ
ＥへのＰＤＣＣＨが無い場合は、ＰＨＩＣＨで送信されるＡｃｋ／Ｎａｃｋに従う。Ｎａ
ｃｋの場合、該ＵＥは先に送信したのと同じ物理リソース割当で再送を行う。Ａｃｋの場
合、該ＵＥはどんな上り送信も行なわないで、後に送信されるＰＤＣＣＨに従う。このよ
うな方法で行なわれているため、ＵＬ　ＣｏＭＰが行われるセル（マルチポイントセル）
毎に上りＨＡＲＱがＰＤＣＣＨとＰＨＩＣＨを用いて行なわれることになる。
【０１９５】
　図２８のＳＴ２８１１～ＳＴ２８２２に、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう場合の上りＨＡＲＱ
のシーケンス図の一例を示す。ＵＬ　ＣｏＭＰ対象のあるＵＥに対して、各セル間で調整
されたＰＵＳＣＨの物理リソース割当を各セルからのＰＤＣＣＨで送信し、各セルからの
該ＰＤＣＣＨを受信したＵＥは各セルに対してそれらの物理リソースに同じＰＵＳＣＨを
マッピングして送信する場合である。
【０１９６】
　ＳＴ２８０７でセル１はＵＥ１からＰＵＳＣＨの受信をし、その結果をもとに、ＳＴ２
８１１で上りＨＡＲＱを行い、ＵＥ１への再送あるいは初送の判定　および／または　Ａ
ｃｋあるいはＮａｃｋの判定を行なう。セル１は判定結果にもとづいて、ＳＴ２８１３で
、ＵＥ１に対してＰＤＣＣＨ　および／または　ＰＨＩＣＨを送信する。一方、セル２も
同様に、ＳＴ２８０８でＵＥ１からＰＵＳＣＨの受信をし、その結果をもとに、ＳＴ２８
１２で上りＨＡＲＱを行い、ＵＥ１への再送あるいは初送の判定　および／または　Ａｃ
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ｋあるいはＮａｃｋの判定を行なう。セル２は判定結果にもとづいて、ＳＴ２８１４で、
ＵＥ１に対してＰＤＣＣＨ　および／または　ＰＨＩＣＨを送信する。
【０１９７】
　ＵＥ１はセル１から受信したＰＤＣＣＨ　および／または　ＰＨＩＣＨにもとづいて再
送あるいは初送あるいは何も送信しないかを決定する。再送あるいは初送の場合、ＰＤＣ
ＣＨ　および／または　ＰＨＩＣＨで送信された内容に従って、セル１に対するＰＵＳＣ
Ｈを物理リソースに割当てる（ＳＴ２８１５）。ＳＴ２８１６で、ＵＥ１は該ＰＵＳＣＨ
をセル１に対して送信する。また、ＵＥ１はセル２から受信したＰＤＣＣＨ　および／ま
たは　ＰＨＩＣＨにもとづいて再送あるいは初送あるいは何も送信しないかを決定する。
再送あるいは初送の場合、ＰＤＣＣＨ　および／または　ＰＨＩＣＨで送信された内容に
従って、セル２に対するＰＵＳＣＨを物理リソースに割当てる（ＳＴ２８１７）。ＳＴ２
８１８で、ＵＥ１は該ＰＵＳＣＨをセル２に対して送信する。
【０１９８】
　ＳＴ２８２０でセル１はＵＥ１からのＰＵＳＣＨを受信する。ＳＴ２８１９でセル２は
ＵＥ１からのＰＵＳＣＨを受信する。ＳＴ２８２１でセル２はセル１に対してＵＥ１から
受信した情報を送信する。ＳＴ２８２２でセル１は、自セルがＵＥ１から受信した情報と
、セル２から送信されたＵＥ１の受信情報を合成する。
【０１９９】
　しかし、例えＵＥ１がセル１とセル２に対して同じＰＵＳＣＨを送信したとしても、セ
ル１とセル２とで受信結果が異なる場合がある。これはセル毎に電波伝搬環境が異なるか
らである。従って、各セルにおいて、上りＨＡＲＱによるＵＥ１への再送あるいは初送の
判定　および／または　ＡｃｋあるいはＮａｃｋの判定結果は異なる場合が生じる。例え
ばセル１では初送判定となり、セル２では再送判定となったとする。この場合、ＵＥ１は
、ＳＴ２８１６でセル１に対して初送データののったＰＵＳＣＨを送信し、ＳＴ２８１８
でセル２に対して再送データののったＰＵＳＣＨを送信することとなる。つまり、セル毎
に上りＨＡＲＱが個別に行なわれてしまうような状態が発生し、ＵＥ１は各セルに対して
異なるＰＤＳＣＨを送信するような状態が発生する。このような場合、ＳＴ２８２２で、
セル１が、自セルがＵＥ１から受信した情報と、セル２から送信されたＵＥ１の受信情報
を合成しても、全く意味がなくなってしまう。ＵＬ　ＣｏＭＰを行なうことができなくな
ってしまう。従って、ＵＬ　ＣｏＭＰによる高いデータレートのカバレッジの拡大、セル
エッジでのスループットの向上、システムスループットの増大はまったく図れなくなって
しまう。
【０２００】
　このような問題を解消するため、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう場合に、ＵＬ　ＣｏＭＰの対
象となるＵＥに対して上りＨＡＲＱを行なわない、とする方法がある。この方法を用いる
ことで、上りＨＡＲＱを適用したために生じてしまう、ＵＬ　ＣｏＭＰができなくなって
しまうという問題を解消することが可能となる。しかし、上りＨＡＲＱを行わないように
することで、上りスループットは低下してしまう。このため、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なった
際に得られる上りスループットの改善効果と相殺されてしまい、システムとしてスループ
ットの大きな向上は図れなくなってしまう。
【０２０１】
　本実施の形態では、さらに上記の問題を解消するため、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう場合に
、対象となるＵＥに対して上りＨＡＲＱを行なう。
【０２０２】
　上りＨＡＲＱによるＵＥへの再送あるいは初送の判定　および／または　Ａｃｋあるい
はＮａｃｋの判定結果をＵＬ　ＣｏＭＰを行なうセルのうちいずれか一つのセルから送信
する。ＵＥは該いずれか一つのセルからの判定結果を受信して、該判定結果に従う。
【０２０３】
　こうすることで、ＵＬ　ＣｏＭＰの対象となるＵＥに対して上りＨＡＲＱを行うことが
可能となる。従って、上りＨＡＲＱによる上りスループットの向上とＵＬ　ＣｏＭＰによ
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る上りスループットの向上とにより、さらに高いデータレートのカバレッジの拡大、セル
エッジでのスループットの向上、システムスループットの増大を図ることが可能となる。
該判定結果をＵＬ　ＣｏＭＰ対象となるＵＥに対して送信する該いずれか一つのセルをサ
ービングセルとしても良い。ＵＥはサービングセルからのＰＤＣＣＨをＰＵＳＣＨ送信の
ために受信している。また、サービングセルからのＰＨＩＣＨの物理リソースの割当ては
、該ＰＵＳＣＨの割当てられる物理リソース（リソースブロック）によって決定される。
従って、該判定結果をサービングセルから送信するようにしておくことで、ＵＥはサービ
ングセルの他のセルからのＰＤＣＣＨ　および／または　ＰＨＩＣＨをＵＬ　ＣｏＭＰの
ために受信する必要が無くなる。このため、セルとＵＥにおけるＵＬ　ＣｏＭＰの制御が
容易になり、セルとＵＥの回路規模の削減、消費電力の削減が図れる。
【０２０４】
　ＵＬ　ＣｏＭＰ対象となるＵＥの上りＨＡＲＱはいずれか一つのセルで行なわれるよう
にしても良い。いずれか一つのセルで行なわれるようにしておくことで、その他のセルで
該ＵＥに対する上りＨＡＲＱを並行して行なわずに済むため、その他のセルで無駄な処理
を省くことが可能となる。該いずれか一つのセルとしてサービングセルとしても良い。こ
れにより、初送のＰＵＳＣＨの物理リソースのスケジューリングからＨＡＲＱまでサービ
ングセルが行なうことが可能となる。また、さらに、該判定結果をサービングセルから送
信するようにしておけば、初送のＰＵＳＣＨの物理リソースのスケジューリングからＨＡ
ＲＱ、さらにＨＡＲＱによる判定結果の送信まで一貫してサービングセルが行なうことが
可能となり、ＵＬ　ＣｏＭＰにおける上りＨＡＲＱの制御を容易にすることが可能となる
。ＵＥにおいても、サービングセルからのスケジューリング情報のみ受信して該受信結果
に従えばよくなるので、ＵＬ　ＣｏＭＰにおける上りＨＡＲＱの制御をシンプルに容易に
することが可能となる。また、上りＨＡＲＱの制御方法をＵＬ　ＣｏＭＰを行なう場合行
なわない場合にかかわらず統一することが可能となるので、セルおよびＵＥにおいて制御
回路規模の削減、制御誤動作の低減ができる効果が得られる。
【０２０５】
　図３１に、ＵＬ　ＣｏＭＰの際に上りＨＡＲＱの判定結果が一つのセルから送信される
場合の概念図を示す。３１０１～３１０５は図２７の２７０１～２７０５と同様なので説
明を省略する。セル１はＵＥ１のサービングセルである。３１０６はセル１からＵＥ１に
送信されるＰＤＣＣＨで、ＰＵＳＣＨ割当て情報、あるいは上りＨＡＲＱの判定結果によ
る再送あるいは初送かどうかを示す情報と、該再送あるいは初送がのるＰＤＳＣＨの物理
リソース割当て情報がのる。３１０７は該ＰＵＳＣＨ割当て情報に従って物理リソースに
割当てられたＰＵＳＣＨで、ＵＥ１から送信される。ここで、ＵＥ１はセル２に対して特
にＰＵＳＣＨを送信する必要は無く、セル２が該ＵＥ１から送信されたＰＵＳＣＨを受信
するようにしておけば良い（３１０９）。３１０８はセル１からＵＥ１に送信されるＰＨ
ＩＣＨで、上りＨＡＲＱの判定結果によるＡｃｋあるいはＮａｃｋ情報がのる。セル１と
セル２は該ＵＥ１から送信されたＰＵＳＣＨを合成し、該ＵＥからの上りデータの受信品
質の向上を図ることが可能となる。上りＨＡＲＱによるスループットの改善を図りつつ、
さらにＵＬ　ＣｏＭＰの目的の、高いデータレートのカバレッジの拡大、セルエッジでの
スループットの向上、システムスループットの増大を図ることが可能となる。
【０２０６】
　図３０のＳＴ３０１１からＳＴ３０２０に、ＵＬ　ＣｏＭＰの際に上りＨＡＲＱの判定
結果が一つのセルから送信される場合のシーケンス図を示す。図では、一例として、サー
ビングセル（セル１）において上りＨＡＲＱを行い、サービングセルから該ＨＡＲＱの結
果をＵＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥ（ＵＥ１）に送信する場合を示している。ＵＬ　ＣｏＭＰ
の対象となるＵＥ（ＵＥ１）のサービングセルをセル１とし、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なうセ
ルをセル２とする。
【０２０７】
　ＳＴ３０１０でセル１は、自セルがＵＥ１から受信した情報と、セル２から送信された
ＵＥ１の受信情報を合成する。該合成した受信情報をもとに、セル１はＳＴ３０１１で上
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りＨＡＲＱを行い、ＵＥ１への再送あるいは初送の判定　および／または　Ａｃｋあるい
はＮａｃｋの判定を行なう。セル１は判定結果にもとづいて、ＳＴ３０１２で、セル２に
対してＵＥ１への次のＰＵＳＣＨ割当て情報を送信し、ＳＴ３０１３で、ＵＥ１に対して
ＰＤＣＣＨ　および／または　ＰＨＩＣＨを送信する。
【０２０８】
　ＵＥ１はセル１から受信したＰＤＣＣＨ　および／または　ＰＨＩＣＨの内容に従って
再送あるいは初送あるいは何も送信しないかを決定する。再送あるいは初送の場合、ＰＤ
ＣＣＨ　および／または　ＰＨＩＣＨで送信された内容に従って、セル１に対するＰＵＳ
ＣＨを物理リソースに割当てる（ＳＴ３０１４）。ＳＴ３０１５で、ＵＥ１は該ＰＵＳＣ
Ｈをセル１に対して送信する。ここで、ＵＥ１はセル１に対してＰＵＳＣＨを送信するが
、セル１もセル２も該ＵＥ１から送信されたＰＵＳＣＨを受信するようにしておく（ＳＴ
３０１６）。ＳＴ３０１７でセル１はＵＥ１からのＰＵＳＣＨを受信する。ＳＴ３０１８
で、セル２でもＵＥ１からのＰＵＳＣＨを受信する。この際、セル２はＳＴ３０１２でセ
ル１から受信したＵＥ１へのＰＵＳＣＨ割当て情報にもとづいて、ＵＥ１からのＰＵＳＣ
Ｈを受信するようにしておけば良い。ＳＴ３０１９で、セル２はＵＥ１から受信した情報
をセル１に送信する。ＳＴ３０２０でセル１は、セル1とセル2のＵＥ１からの受信情報を
合成する。
【０２０９】
　これにより、ＵＥ１からの受信品質を向上させることが可能となる。その後セル１にお
いて再びＨＡＲＱが行われることになる。ＳＴ３０１２で、セル１は判定結果にもとづい
て、セル２に対してＵＥ１への次のＰＵＳＣＨ割当て情報を送信したが、もし該判定結果
がＰＤＣＣＨを送信しないとなった場合、セル１は、その旨を示す情報、例えば、Ａｃｋ
あるいはＮａｃｋであることを示す情報を、ＵＥ１に対して送信すれば良い。Ｎａｃｋの
場合は再送ののるＰＤＳＣＨが前回割当てられたのと同じ物理リソースに割当てられる。
このため、セル２が前回割当てられた物理リソースを保持するようにしておくことで、セ
ル１からセル２に対してＮａｃｋであることを示す情報のみ送信しても、ＳＴ３０１８で
セル２がＵＥ１からの再送を受信することが可能となる。Ａｃｋの場合、ＵＥは再送ある
いは初送などの上り送信をなんら行なわないので、ＰＤＳＣＨの割当てを送る必要が無い
。次のＰＤＣＣＨによるＰＵＳＣＨの割当てに従うことになる。このため、セル１からセ
ル２に対してＡｃｋであることを示す情報のみ送信しても良い。そして、セル１からのそ
の後のＰＤＣＣＨによるＰＵＳＣＨの割当て情報を受信するようにすれば良い。こうする
ことで、セル間（Ｘ２）あるいはセルとコアネットワーク（ＭＭＥ）間（Ｓ１）で生じる
シグナリング量を削減することが可能となる。
【０２１０】
　上述に開示した方法とすることによって、上りＨＡＲＱによるスループットの改善を図
りつつ、さらにＵＬ　ＣｏＭＰの目的の、高いデータレートのカバレッジの拡大、セルエ
ッジでのスループットの向上、システムスループットの増大を図ることが可能となる。
【０２１１】
　ＵＥがＵＬ　ＣｏＭＰを行なう全セルからＰＤＣＣＨ　および／または　ＰＨＩＣＨを
受信しなくて済むことを説明したが、それだけでなく、サービングセルの他のセルのスク
ランブリングコードやセルにおける移動端末の識別子（ＵＥ－ＩＤ、Ｃ－ＲＮＴＩ）をＵ
Ｌ　ＣｏＭＰのために受信しなくても良い。ＵＥにおけるＵＬ　ＣｏＭＰの際の制御がさ
らに容易にできる効果がある。
【０２１２】
　ＳＴ３０１２で、ＰＵＳＣＨの割当て情報を送信することを示したが、ＳＴ３００１の
説明の際に示したのと同様に、ＵＥからのＰＵＳＣＨをデコードするのに必要な情報を通
知するように、あるいは、あらかじめ導出方法を決めておくようにしても良い。また、Ｕ
Ｌ　ＣｏＭＰを行なうセル間の情報の通知には、セル間インタフェース（X2）を用いても
良いし、セルとコアネットワーク（ＭＭＥ）間インタフェース（S1）を用いて行っても良
い。ＭＭＥを介して行っても良い。これらの方法を用いることで実施の形態２に記載した
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のと同様の効果を得ることが可能である。
【０２１３】
　ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセル（セル２）は、ＳＴ３０１２でセル１から通知された
ＵＬ　ＣｏＭＰ対象となるＵＥへの上り物理リソースを、セル２をサービングセルとする
他のＵＥに対して割当てないようにしても良い。あるいは、割当てを許可するようにして
も良い。実施の形態２で記載したのと同様の効果が得られる。
【０２１４】
　上記に開示した方法では、上りＨＡＲＱとして、セル１は、ＵＥ１への再送あるいは初
送の判定　および／または　ＡｃｋあるいはＮａｃｋの判定判結果にもとづいて、ＵＥ１
に対してＰＤＣＣＨ　および／または　ＰＨＩＣＨを送信することとした。別の方法とし
て、ＵＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥに対しては、上りＨＡＲＱとして再送あるいは初送の判定
結果をＰＤＣＣＨによってのみ送信するようにしても良い。こうすることで、該ＵＥはＰ
ＨＩＣＨを受信する必要が無くなり、ＵＥの低消費電力化が図れる。また、セル間でＡｃ
ｋあるいはＮａｃｋであることを示す情報さえも送信する必要がなくなるため、さらにセ
ル間（Ｘ２）あるいはセルとコアネットワーク（ＭＭＥ）間（Ｓ１）で生じるシグナリン
グ量を削減することが可能となる。
【０２１５】
　上記に開示した方法では、サービングセルがＵＬ　ＣｏＭＰを行なうセルからの受信情
報を合成した受信結果に対して、再送／初送の判定　および／または　Ack/Nackの判定を
行なうこととした。その他の方法として、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう各セルが、再送／初送
の判定　および／または　Ack/Nackの判定を行なうようにしても良い。各セルは自セルで
の判定結果をサービングセルに通知するようにする。サービングセルは各セルからの判定
結果をもとに、ＵＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥへの、再送／初送の判定　および／または　Ac
k/Nackの判定を決定し、該ＵＥに対して送信する。各セルからサービングセルに通知する
該判定結果は、Ｘ２インタフェースを用いても良いし、Ｓ１インタフェースを用いても良
い。最終的にサービングセルがＵＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥへの、再送／初送の判定　およ
び／または　Ack/Nackの判定することで、Ｘ２のみを用いることが可能となる。Ｘ２イン
タフェースを用いた場合、Ｓ１インタフェースを用いるのに比べ、制御遅延を減らせる効
果が得られる。
【０２１６】
　最終的にサービングセルがＵＬ　ＣｏＭＰ対象のＵＥへの、再送／初送の判定　および
／または　Ack/Nackの判定をするとせずに、コアネットワーク（ＭＭＥ）が判定するとし
ても良い。ＵＬ　ＣｏＭＰを行う各セルは、自セルの判定結果をＳ１インタフェースを用
いてＭＭＥへ通知するようにしておく。ＭＭＥはＵＬ　ＣｏＭＰを行なうセルからの判定
結果にもとづいて、最終的に、再送／初送の判定　および／または　Ack/Nackの判定を行
なう。該判定結果をＳ１インタフェースを用いてサービングセルに通知する。ＭＭＥから
判定結果を受信したサービングセルは該判定結果に従って、ＵＥ１に対してＰＤＣＣＨ　
および／または　ＰＨＩＣＨを送信する。このように、ＭＭＥが最終的に再送／初送の判
定　および／または　Ack/Nackの判定を行なうようにすることで、どのセルがサービング
セルであろうと関係なく、ＭＭＥで判定を一元化できる。従って、サービングセルの変更
にも柔軟に対応できる。
【０２１７】
　実施の形態２や本実施の形態で開示した方法において、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう各セル
はどのセルがサービングセルかを認識させるため、セル間あるいはＭＭＥを介してサービ
ングセルがどのセルかの情報を送信するようにしても良い。該情報を、サービングセルか
らＵＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセルにＸ２インタフェースを介して送信しても良いし、Ｍ
ＭＥがＵＬ　ＣｏＭＰを行なう各セルにＳ１インタフェースを介して送信しても良い。こ
うすることで、ＵＬ　ＣｏＭＰの対象となるＵＥに対して、ＰＤＣＣＨの送信、初送／再
送の判定あるいはＡｃｋ／Ｎａｃｋの判定、ＰＨＩＣＨの送信、を、サービングセルのみ
が行なうようにすることが可能となる。
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【０２１８】
　実施の形態３　変形例１
　本変形例では、実施の形態３であげた問題を解消するため、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう場
合に、対象となるＵＥに対して上りＨＡＲＱを行なう別の方法を開示する。
【０２１９】
　ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう全てのセルから、ＵＬ　ＣｏＭＰの対象となるＵＥに対して同
一の、再送あるいは初送の判定　および／または　ＡｃｋあるいはＮａｃｋののったＰＤ
ＣＣＨ　および／または　ＰＨＩＣＨを送信する。ＰＤＣＣＨに再送情報がのる場合は、
同一の再送のための物理リソース割当て情報ののったＰＣＣＨを送信する。
【０２２０】
　一例として、図３２に、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう全てのセルから同一の判定結果を送信
する場合のシーケンス図を示す。図３２は図２８と一部同じであるため、同じ部分の説明
は省く。図３２では、ＳＴ３２０１からＳＴ３２０３のステップが加えられている。ＳＴ
２８１１、ＳＴ２８１２でＵＬ　ＣｏＭＰを行なう各セル（セル１、セル２）が再送ある
いは初送の判定　および／または　ＡｃｋあるいはＮａｃｋの判定を行なった後で、ＳＴ
３２０１で該判定結果を各セル間で相互に送受信する。各セルは、受信したＵＬ　ＣｏＭ
Ｐを行なう他のセルの判定結果と自セルの判定結果をあわせて、一つの判定結果を導出す
る（ＳＴ３２０２、ＳＴ３２０３）。この判定結果はＵＬ　ＣｏＭＰを行なう全セルにお
いて同じ結果となるようにあらかじめ導出方法を決めておく。こうすることで、ＵＬ　Ｃ
ｏＭＰを行なう全セルから同じ判定結果にもとづく情報が、ＰＤＣＣＨ　および／または
　ＰＨＩＣＨによって送信される。これにより、セル毎に再送あるいは初送が異なるよう
なことは無くなる。従って、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なうことが可能となる。
【０２２１】
　これにより、上りＨＡＲＱによるスループットの改善を図りつつ、さらにＵＬ　ＣｏＭ
Ｐの目的の、高いデータレートのカバレッジの拡大、セルエッジでのスループットの向上
、システムスループットの増大を図ることが可能となる。
【０２２２】
　各セル間での判定結果の相互の送受信方法は、実施の形態２や実施の形態３で開示した
方法を用いれば良い。各セルの判定結果から一つの判定結果を導出する方法として、例え
ば、いずれか一つのセルの判定が初送の判定の場合は、初送、としておく。いずれか一つ
のセルが正しく受信できていれば、ＵＬ　ＣｏＭＰによる受信情報の合成により受信可能
となるためである。また、初送／再送の判定が無く、いずれか一つのセルの判定がＡｃｋ
の判定であった場合は、Ａｃｋ、としておく。これも同じ理由からである。全てのセルが
再送の場合は、再送、とする。また、初送／再送の判定が無く、全てのセルがＮａｃｋの
場合は、Ｎａｃｋ、とする。これは、全セルにおいて受信ができなかったことを意味して
いるため、全セルにおいて再送が行なわれるようにするためである。このような導出方法
をあらかじめ決めておくことで、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう全てのセルの電波伝搬状況を考
慮しながら、ひとつの判定結果を導出することが可能となる。従って、いずれかのセルの
受信品質が悪くてもいずれか一つのセルの受信品質が良ければ、初送　および／または　
Ａｃｋを全てのセルから送信することが可能となるため、システムとしてのスループット
を向上させることが可能となる。本導出方法とする場合、初送　および／または　Ａｃｋ
の場合のみ、各セル間で判定結果を送受信するようにしても良い。これにより、各セル間
あるいはコアネットワークとセル間のシグナリング量を削減することが可能である。
【０２２３】
　本変形例で開示した方法は、実施の形態３で開示した方法とあわせて用いても良い。Ｕ
Ｌ　ＣｏＭＰを行なう全てのセルの判定結果から一つの判定結果を導出し、該一つの判定
結果をＵＬ　ＣｏＭＰを行なういずれか一つのセルからＵＬ　ＣｏＭＰの対象となるＵＥ
に対して送信するようにしても良い。こうすることで、いずれかのセルの受信品質が悪く
てもいずれか一つのセルの受信品質が良ければ、初送　および／または　Ａｃｋを全ての
セルから送信することが可能となるため、システムとしてのスループットを向上させるこ
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とが可能となるとともに、ＵＬ　ＣｏＭＰによる高いデータレートのカバレッジの拡大、
セルエッジでのスループットの向上、システムスループットの増大を図ることが可能とな
る。また、いずれか一つのセルを、サービングセルとしても良い。これにより、一貫して
ＵＥはサービングセルからの制御情報を受信していれば良く、セルおよびＵＥでの制御回
路規模の削減、制御誤動作の低減ができる効果が得られる。
【０２２４】
　本変形例で開示した方法は実施の形態２で開示した方法とあわせて用いても良い。本変
形例で示した効果だけ無く、実施の形態２で示した効果も得られる。
【０２２５】
　実施の形態３　変形例２
　本変形例では、実施の形態３であげた問題を解消するため、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう場
合に、対象となるＵＥに対して上りＨＡＲＱを行なう別の方法を開示する。
【０２２６】
　ＵＬ　ＣｏＭＰの対象となるＵＥが、ＵＬ　ＣｏＭＰ内各セルからの再送あるいは初送
の判定　および／または　ＡｃｋあるいはＮａｃｋ判定結果にもとづいて、一つの判定結
果を導出するようにしても良い。導出方法は変形例１で開示した方法が適用可能である。
各セルは、ＵＥから送信する再送あるいは初送のデータに、再送ナンバあるいは初送ナン
バなどの初送かあるいは何回目の再送かを表す識別情報をのせておくと良い。各セルは該
識別情報をもとに上りＨＡＲＱを行なうようにする。こうすることで、ＵＥが各セルから
の再送あるいは初送の判定　および／または　ＡｃｋあるいはＮａｃｋ判定結果を受信し
なければならなくなるが、各セルは、送信する判定結果を一つに決めるための制御を行な
わなくて済む。本変形例は、上り送信割当てが周期的に行なわれるパーシステントスケジ
ューリングまたはセミパーシステントスケジューリングなどに適用できる。これにより、
初送の割当てタイミングは決められているので、各セルから異なる判定結果がＵＥに送信
されたとしても、ＵＥ内で行なった判定結果をもとに、該周期にもとづく送信タイミング
で次の送信を行なうことで、各セルは該ＵＥからの送信データ（ＰＵＳＣＨ）を受信する
ことが可能となる。これにより、上りＨＡＲＱによるスループットの改善を図りつつ、さ
らにＵＬ　ＣｏＭＰの目的の、高いデータレートのカバレッジの拡大、セルエッジでのス
ループットの向上、システムスループットの増大を図ることが可能となる。
【０２２７】
　実施の形態４
　ＬＴＥでは各セルにおいてＰＵＳＣＨの周波数ホッピングが行なわれる（非特許文献９
、非特許文献１０）。ＰＵＳＣＨの周波数ホッピングパターンは各セル毎のセル識別子（
Cell-ID、PCI）を用いて導出される。従って、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なうセル（マルチポイ
ントセル）間でＰＵＳＣＨの周波数ホッピングパターンは異なる。例えば、実施の形態２
から実施の形態３の変形例２で開示した、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なうセルのうちサービング
セルからＵＬ　ＣｏＭＰ対象となるＵＥへのＰＵＳＣＨ割当て情報を送信するような場合
、該ＰＵＳＣＨに対して周波数ホッピングを行なうと、該ホッピングパターンはサービン
グセルによって用いられるホッピングパターンとなる。ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセル
によって用いられるホッピングパターンとは異なることになる。従って、ＵＬ　ＣｏＭＰ
を行う他のセルは、該ＵＥのＰＵＳＣＨの周波数ホッピングパターンを知らないため、該
ＵＥからのＰＵＳＣＨを受信することが不可能となる。従って、ＵＬ　ＣｏＭＰを行うこ
とが不可能となる。
【０２２８】
　この問題を解消するため、サービングセルからＵＬ　ＣｏＭＰを行なう他のセルに、該
ＵＥに対するＰＵＳＣＨの周波数ホッピングパターンに関する情報を送信する。該情報の
送信は、該ＵＥに対してＵＬ　ＣｏＭＰを行なう前に行われると良い。例えば、図３０の
ＳＴ３００１で行なわれるようにしても良い。ＰＵＳＣＨの周波数ホッピングパターンに
関する情報は、周波数ホッピングを行なうか否かを示す情報、サービングセルのセル識別
子（Cell-ID、PCI）、サービングセルのシステム帯域幅、サービングセルのサブブロック
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数などである。これらの情報をあらかじめ他のセルに送信することによって、たとえＰＵ
ＳＣＨの周波数ホッピングが行なわれたとしても、他のセルは該ＵＥからのＰＵＳＣＨを
受信することが可能となる。従って、ＵＬ　ＣｏＭＰの目的の、高いデータレートのカバ
レッジの拡大、セルエッジでのスループットの向上、システムスループットの増大を図る
ことが可能となる。
【０２２９】
　しかし、サービングセルから他のセルに、該ＵＥに対するＰＵＳＣＨの周波数ホッピン
グパターンに関する情報を送信して、他のセルにおいて該ＵＥのＰＵＳＣＨの送信される
物理リソース割当を導出する制御は複雑になる。なぜならば、周波数ホッピングはサブフ
レーム毎あるいはスロット毎に行なわれるからである。これを行なうには、該周波数ホッ
ピングに関する情報をサブフレーム毎あるいはスロット毎に送信しなければならず、サー
ビングセルから他のセルへのシグナリング量が増大することになる。また、他のセルにお
ける周波数ホッピング制御もサブフレーム毎あるいはスロット毎に行なわれることになり
、制御が複雑になり、セルの制御回路規模の増大や消費電力の増大を招く。
【０２３０】
　従って、この問題を解消するため、ＵＬ　ＣｏＭＰの対象となるＵＥに対してはＰＵＳ
ＣＨのホッピングを行なわないようする（禁止する）と良い。このことはあらかじめ決め
られていても良い。あるいは、サービングセルが、ＵＬ　ＣｏＭＰの対象となるＵＥに対
して、周波数ホッピングを行なうか否か（許可するか禁止するか）を示す情報を送信する
ようにしても良い。こうすることで、サービングセルはＵＬ　ＣｏＭＰ対象となるＵＥに
対してＰＵＳＣＨのホッピングを行なわないようにすることが可能となるため、上述のよ
うな問題を解消することが可能となる。
【０２３１】
　サービングセルは、ＵＬ　ＣｏＭＰ対象となるＵＥに対してＰＵＳＣＨのホッピングを
行なわないようにした場合は、他のセルに対して、図３０のＳＴ３００１で開示したＰＵ
ＳＣＨの割当て情報を送信すれば良い。あるいは、他のセルに対して、周波数ホッピング
を行なうか否かを示す情報を送信するようにしても良い。周波数ホッピングを行なわない
情報を送信した場合は、さらに図３０のＳＴ３００１で開示したＰＵＳＣＨの割当て情報
を送信すれば良いし、周波数ホッピングを行なう情報を送信した場合は前述のＰＵＳＣＨ
の周波数ホッピングパターンに関する情報を送信すれば良い。これにより、周波数ホッピ
ングを行なうか行なわないかをダイナミックに変更することが可能となるため、柔軟な無
線リソースの割当てが可能となる。
【０２３２】
　周波数ホッピングが行なわれるのは、多くは、パーシステントスケジューリングまたは
セミパーシステントスケジューリングなど、上り送信割当てが周期的に行なわれる場合で
ある。この様な場合、ＵＥは周期的にＰＵＳＣＨの送信を行なうが、毎送信時に該ＰＵＳ
ＣＨの割当て情報をサービングセルからＵＥに対して送信するのは無線リソースの無駄と
なる。これを避けるため毎回のＰＵＳＣＨの割当を同じとすると、その割当てる物理リソ
ースすなわち周波数－時間領域の電波伝搬状況が悪化した場合、セルでのＰＵＳＣＨの受
信品質が連続して劣化してしまう。ＰＵＳＣＨが連続して劣化すると通信が切断されるな
どの問題が発生する。このため、周期的にＰＵＳＣＨの送信を行なうような場合は、ＰＵ
ＳＣＨに周波数ホッピングを行なうことで、セルでのＰＵＳＣＨの受信品質が連続して劣
化することを回避する。このように、周期的にＰＵＳＣＨの送信を行なうような場合に、
ＰＵＳＣＨに周波数ホッピングが行なわれることが多い。
【０２３３】
　しかし、ＵＬ　ＣｏＭＰの対象となったＵＥが周波数ホッピングを行わない（停止する
）としても、問題は生じない。なぜならば、ＵＬ　ＣｏＭＰは、一つのＵＥとＵＬ　Ｃｏ
ＭＰを行うセルとの間に複数の電波伝搬路が形成されるからである。従って、一つのセル
とのＰＵＳＣＨ割当て物理リソースすなわち周波数－時間領域の電波伝搬状況が悪化した
としても、他のセルとの電波伝搬状況は悪化することは無いため、他のセルでの該ＰＵＳ
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報を合成することによって、受信品質を維持することが可能となり、通信が切断されるよ
うなことは無くなる。
【０２３４】
　従って、ＵＬ　ＣｏＭＰの対象となったＵＥが周波数ホッピングを行わない（禁止する
）としても問題は無く、そうすることで、制御の複雑さを回避できるという効果が得られ
ることになる。
【０２３５】
　また、ＵＬ　ＣｏＭＰの対象となるＵＥに対して、サービスに応じて、ＰＵＳＣＨのホ
ッピングを行なうか行なわないか（許可するか禁止するか）の設定をするようにしても良
い。この設定はあらかじめ決められていても良い。例えば、ＵＬ　ＣｏＭＰの対象となる
ＵＥの送信データが音声通信サービスの場合はＰＵＳＣＨのホッピングを行なわない（禁
止する）ようにすると良い。これは、サービスに応じてＰＵＳＣＨにパーシステントスケ
ジューリングまたはセミパーシステントスケジューリングなどが行なわれるかどうかが決
定されることが多く、それにより、ＰＵＳＣＨに周波数ホッピングが行なわれるかどうか
が決定されることが多いためである。従って、サービスに応じてＰＵＳＣＨのホッピング
を行なうか行わないか設定するようにしておくことで、ＵＬ　ＣｏＭＰ制御が複雑になる
のを回避することが可能となる。
【０２３６】
　実施の形態１で開示した、ＤＬ　ＣｏＭＰ用に割当て不可能な物理リソースまたは割当
て可能な物理リソースをあらかじめ決めておく方法をＵＬ　ＣｏＭＰに適用しても良い。
例えば、ＰＤＳＣＨを割当て可能な物理リソースの内、ＵＬ　ＣｏＭＰ用に割当て可能な
物理リソースの周波数領域をあらかじめ決めておき、その他の周波数領域を周波数ホッピ
ングの対象とする物理リソースと決めておいても良い。上り周波数ホッピング可能な物理
リソースをＵＬ　ＣｏＭＰ用の物理リソースと分割することで、セル毎に行なわれる周波
数ホッピングの制御と、ＵＬ　ＣｏＭＰを行なう各セル間で協調して行なわなければなら
ないＰＵＳＣＨの物理リソースへのスケジューリング制御を独立させることが可能となる
。このため、上り周波数ホッピング制御、ＵＬ　ＣｏＭＰ制御を容易にすることが可能と
なる。
【０２３７】
　セミスタティックに行なわれる場合、各セルからＵＥへの、周波数ホッピング可能な物
理リソース情報または周波数ホッピング不可能な物理リソース情報の通知は、報知情報に
のせて通知すれば良い。該物理リソースの変更情報を報知情報にのせて通知すれば良い。
各セルからＵＥへ報知情報にのせて通知することで、各セル傘下の全ＵＥが該セルの周波
数ホッピング可能な物理リソースを認識することが可能となり、従って、周波数ホッピン
グ可能な物理リソース内で周波数ホッピングパターンを決定することが可能となる。
【０２３８】
　ここでは、ＵＬ　ＣｏＭＰを行う場合について記載したが、本実施の形態で開示した方
法は、ＤＬ　ＣｏＭＰに用いても良い。ＤＬ　ＣｏＭＰに用いることで、ＤＬ　ＣｏＭＰ
時も同様の効果を得ることが可能となる。
【０２３９】
　本発明についてはＬＴＥアドバンスドシステムを中心に記載したが、ＯＦＤＭを利用し
た他のシステムにも適用可能である。更には、ＣＳＧ（Closed Subscriber Group）が導
入される移動体通信システムおよび、ＣＳＧと同じようにオペレータが加入者を特定し、
特定された加入者がアクセスを許可されるような通信システム、ＨｅＮＢと同じように通
常のセルと比較してセル半径の小さいセルが導入されるような通信システムにおいて適用
可能である。
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